
相
手
の
経
験
不
足
批
判
の
現
市
長

電
力
供
給
に
は
程
遠
い
。

　

そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
当
面

の
解
決
策
は
、
マ
カ
パ
ー
市

と
サ
ン
タ
ナ
市
の
変
電
所
に

火
力
発
電
機
を
持
ち
込
み
、

マ
カ
パ
ー
の
変
電
所
の
完
全

復
旧
ま
で
の
電
力
を
賄
う
案

だ
。
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ナ
ウ

ス
か
ら
水
路
で
運
び
込
ま
れ

た
発
電
機
は
１
６
日
に
サ
ン

タ
ナ
港
で
降
ろ
さ
れ
、
変
電

所
に
運
ば
れ
た
。
だ
が
、
全

て
の
発
電
機
の
設
置
と
稼
働

に
は
時
間
が
か
か
り
、
電
力

供
給
が
１
０
０
％
と
な
る
ま

で
の
日
数
は
不
明
だ
。

　

７
日
以
降
の
電
力
供
給
は

６
時
間
単
位
の
輪
番
制
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
３
〜
４
時

間
単
位
の
輪
番
制
に
変
わ
っ

た
。
１
７
日
現
在
の
電
力
供

給
は
、
コ
ア
ラ
シ
・
ヌ
ネ
ス

発
電
所
か
ら
７
０
メ
ガ
ワ
ッ

ト
、
マ
カ
パ
ー
送
電
線
シ
ス

テ
ム
（
Ｌ
Ｍ
Ｔ
Ｅ
）
か
ら

１
４
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
で
、
不

足
分
を
火
力
発
電
機
で
補

う
。

　

マ
カ
パ
ー
の
変
電
所
で
使

用
さ
れ
て
い
た
変
圧
器
１
基

は
交
換
が
必
要
で
、
既
に
、

同
州
南
部
ラ
ラ
ン
ジ
ャ
ル
・

　

１
５
日
の
聖
市
市
長
選
で
１
、２
位
に
入
り
、
２
９
日
に
行
わ
れ
る
決
選
投
票
に
進

ん
だ
ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
現
市
長
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
と
ギ
リ
ェ
ル
メ
・

ボ
ウ
ロ
ス
氏
（
社
会
主
義
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
が
１
６
日
夜
、
１
対
１
で
の
テ
レ

ビ
討
論
会
に
臨
ん
だ
。
コ
ー
ヴ
ァ
ス
氏
は
そ
こ
で
、
ボ
ウ
ロ
ス
氏
の
経
験
不
足
を
不
安

材
料
に
あ
げ
、
ボ
ウ
ロ
ス
氏
が
「
あ
な
た
に
は
貧
乏
人
の
気
持
ち
な
ど
わ
か
ら
な
い
」

と
返
す
緊
迫
し
た
場
面
が
見
ら
れ
た
。
１
６
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

１
５
日
の
統
一
地
方
選
で

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
惨
敗

し
た
こ
と
は
昨
日
付
本
面
で

も
触
れ
た
が
、
大
統
領
前
夫

人
の
ロ
ジ
ェ
リ
ア
氏
も
、
リ
オ

市
議
選
で
わ
ず
か
２
０
３
４

票
し
か
集
め
ら
れ
ず
落
選
。

ま
た
「
ア
サ
イ
販
売
人
の
ボ

ル
ソ
ナ
ロ
氏
の
幽
霊
職
員
」

と
し
て
話
題
と
な
っ
た
ヴ
ァ

市
長
は
、「
一
度
作
ら
れ
た

事
業
の
設
計
士
に
な
る
の
は

容
易
な
こ
と
」
と
い
う
言
い

方
で
理
想
と
現
実
の
違
い
を

語
る
と
共
に
、「
自
分
は
衛

生
上
も
っ
と
も
安
全
な
こ
と

に
従
っ
た
」
と
し
、「
コ
ロ

ナ
対
策
の
批
判
を
す
る
こ
と

は
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
た

医
師
た
ち
に
失
礼
だ
」
と
切

り
返
し
た
。

　

ボ
ウ
ロ
ス
氏
は
そ
れ
に

対
し
、「
そ
の
事
業
と
や
ら

が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

か
ら
、（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
に
次

ぐ
）
世
界
３
番
目
の
感
染

者
数
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
の
か
」
と
反
論
し
た
。

　

コ
ー
ヴ
ァ
ス
氏
は
こ
の

日
、
ボ
ウ
ロ
ス
氏
へ
の
影

響
も
大
き
い
ル
ー
ラ
元
大

統
領
や
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

ハ
ダ
ジ
元
聖
市
市
長
ら
の

労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
関
係

者
を
攻
撃
す
る
姿
勢
を
見

せ
な
か
っ
た
。
コ
ー
ヴ
ァ

ス
氏
は
「
政
敵
を
責
め
る

の
で
は
な
く
、
市
に
と
っ

て
益
に
な
る
こ
と
を
語
る

べ
き
だ
」
と
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
ボ
ウ
ロ
ス

氏
は
、「
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ

ア
知
事
は
聖
州
の
典
型
的

な
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
後
継
者
で
、

相
変
わ
ら
ず
市
の
周
縁
部

を
無
視
し
続
け
て
い
る
」

と
食
ら
い
つ
い
た
。

　

両
者
の
議
論
は
、「
官
民

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｐ

政
界
御
曹
司
と
貧
者
代
弁
者
が
対
決

ド
・
ジ
ャ
リ
か
ら
移
送
さ
れ

た
が
、
電
力
供
給
の
正
常
化
は
ま
だ
遅
れ
、
輪
番
制
は

２
６
日
ま
で
継
続
さ
れ
る
。

よ
る
と
、
避
雷
針
に
は
損
傷

が
な
く
、
機
材
の
一
部
の
異

常
加
熱
が
原
因
の
火
災
と
の

見
方
が
強
い
。

　

広
域
停
電
は
１
６
市
中

１
３
市
に
及
び
、
州
民
の
９

割
が
影
響
を
受
け
た
。
火
災

が
起
き
た
変
圧
器
の
一
つ
を

修
理
し
た
事
や
コ
ア
ラ
シ
・

ヌ
ネ
ス
発
電
所
か
ら
の
供
給

強
化
で
、
電
力
供
給
は
７
日

か
ら
徐
々
に
回
復
し
始
め
た

も
の
の
、
も
う
一
つ
の
変
圧

器
の
修
理
（
交
換
）
は
遅
れ
、

停
電
か
ら
１
５
日
後
の
１
７

日
も
完
全
復
旧
と
安
定
し
た

　
【
既
報
関
連
】
３
日
か
ら

広
域
停
電
が
続
く
ア
マ
パ
ー

州
に
火
力
発
電
機
が
届
き
、

火
災
が
起
き
た
変
電
所
の
フ

ル
稼
働
ま
で
の
電
力
供
給
を

保
証
す
る
た
め
の
稼
働
開
始

を
待
っ
て
い
る
と
１
７
日
付

Ｇ
１
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

３
日
に
始
ま
っ
た
広
域
停

電
は
多
国
籍
企
業
イ
ゾ
ル
ッ

ク
ス
が
運
営
す
る
州
都
マ
カ

パ
ー
の
変
電
所
で
起
き
た
火

災
が
原
因
で
、
火
災
直
後
は

落
雷
に
よ
る
火
災
と
の
報
道

も
流
れ
た
。
だ
が
、
１
１
日

発
表
の
予
備
調
査
の
結
果
に

変
電
所
回
復
ま
で
の
応
急
措
置

女
性
や
黒
人
の
当
選
者
増
加

議
会
調
査
委
員
会
も
開
設
か

　

同
州
で
の
広
域
停
電
は
少

な
く
と
も
２
年
前
か
ら
警
告

が
発
せ
ら
れ
て
お
り
、
国
家

電
力
庁
（
Ａ
ｎ
ｅ
ｅ
ｌ
）
や

全
国
電
力
シ
ス
テ
ム
運
営
機

構
（
Ｏ
Ｎ
Ｓ
）
も
実
態
を
知

ら
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
Ａ

ｎ
ｅ
ｅ
ｌ
に
よ
る
立
ち
入
り

検
査
は
５
年
間
行
わ
れ
て
な

か
っ
た
と
の
報
道
も
あ
る
。

　

広
域
停
電
が
長
引
き
、
電

力
や
水
の
供
給
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
そ
の
他
、
日
常
生
活
に

も
支
障
を
き
た
す
事
を
不
満

と
す
る
市
民
の
抗
議
行
動
は

マ
カ
パ
ー
市
だ
け
で
９
０
回

以
上
発
生
。
１
５
日
の
マ
カ

パ
ー
市
長
・
市
議
選
は
１
２

月
１
３
日
に
延
期
さ
れ
た
。

　

市
民
が
直
面
す
る
問
題
は

食
料
不
足
な
ど
だ
け
で
は
な

く
、
人
工
透
析
を
受
け
ら
れ

火災で使えなくなった変圧器（Policia Civil/Divugacao）

貧
困
層
と
の
親
密
さ
主
張
の
ボ
ウ
ロ
ス

統一地方選 Ｐ
Ｐ
）」「
健
康
」「
ク
ラ
コ

ラ
ン
ジ
ア
」「
住
居
」
な
ど

の
議
題
に
な
る
に
つ
れ
、

白
熱
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
に
関
し
て
、
ボ
ウ

ロ
ス
氏
が
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
エ

リ
ー
ト
的
雇
用
に
つ
な
が

る
」「
ク
ラ
コ
ラ
ン
ジ
ア

は
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
政
権
下
で
ひ

ど
く
な
る
ば
か
り
」
と
批

判
を
す
る
と
、
そ
れ
ま
で

は
冷
静
さ
を
保
っ
て
い
た

コ
ー
ヴ
ァ
ス
氏
も
、「
あ
な

た
は
公
務
の
経
験
が
足
り

な
い
」「
政
策
が
過
激
す
ぎ

る
」
と
批
判
し
返
し
た
。

　

コ
ー
ヴ
ァ
ス
氏
は
住
居

問
題
で
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
を

擁
護
し
た
が
、
ボ
ウ
ロ
ス

氏
は
、「
あ
な
た
た
ち
は
家

が
な
い
人
た
ち
の
こ
と
を

ル
・
ド
・
ア
サ
イ
氏
も
ア
ン

グ
ラ
・
ド
・
レ
イ
ス
市
の
市

議
選
に
出
馬
し
た
が
、
た
っ

た
２
６
６
票
で
落
選
し
た
。

さ
ら
に
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領

の
旗
振
り
役
と
し
て
有
名
な

カ
ル
ラ
・
ザ
ン
ベ
ッ
リ
下
議
の

父
、
兄
、
義
理
の
姉
妹
も
聖

州
マ
イ
リ
ポ
ラ
ン
の
市
長
選
、

市
議
選
で
惨
敗
し
た
。
こ
の

結
果
に
カ
ル
ラ
氏
は
、「
保
守

派
は
一
体
ど
う
し
た
の
？
」
と

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
不
満
を
語
り
、

不
正
な
ど
も
疑
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
前
に
自
分
た
ち
の
政

治
が
ど
う
だ
っ
た
か
、
振
り

返
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
７
日
に
行
わ
れ
た
サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
予
選
で
伯
国
が
対

戦
し
た
ウ
ル
グ
ア
イ
代
表
の
ス

ト
ラ
イ
カ
ー
、
ル
イ
ス
・
ス

ア
レ
ス
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
で
出
場
で
き
な
か
っ
た
。

ウ
ル
グ
ア
イ
は
ス
ア
レ
ス
は
じ

め
、
計
３
選
手
が
コ
ロ
ナ
に

感
染
し
た
が
、
そ
の
内
の
一
人

は
、
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
で
左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
の

ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
だ
っ
た
。
パ
ル
メ

イ
ラ
ス
が
集
団
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
話
は
昨
日

付
本
欄
で
も
報
じ
、
セ
レ
ソ

ン
に
も
影
響
が
出
た
が
、
ウ

ル
グ
ア
イ
代
表
に
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
６
日
、
聖
市
西
部
ペ
ル

ジ
ゼ
ス
の
１
４
階
建
て
の
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
の
最
上
階
付
近

で
、
避
雷
針
に
縛
り
付
け
た

ロ
ー
プ
を
体
に
絡
ま
せ
て
宙

吊
り
に
な
っ
て
い
た
男
性
が
、

消
防
隊
に
救
出
さ
れ
た
。
男

性
は
強
盗
目
的
で
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
入
り
込
み
、
窓
ガ

ラ
ス
の
清
掃
者
が
使
う
道
具

を
使
っ
て
、
住
宅
の
一
つ
に
侵

入
を
試
み
よ
う
と
し
た
と
見

ら
れ
て
い
る
が
、
使
い
方
を

間
違
っ
た
の
か
、
と
ん
だ
笑
い

話
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

１
９
年
は
、
学
校
へ
行
か

ず
、
働
い
て
も
い
な
い
１
５
〜

２
９
歳
の
若
者
が
２
２
・
１
％

に
減
っ
た
と
地
理
統
計
院
（
Ｉ

Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
発
表
し
た
と

１
２
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ

ラ
ジ
ル
が
報
じ
た
。

　

勉
強
も
仕
事
も
し
て
い
な

い
青
少
年
は
「
ネ
ン
・
ネ

ン
」
と
呼
ば
れ
る
。
１
８
年

は
２
３
％
だ
っ
た
か
ら
状
況

は
改
善
し
た
が
、
こ
の
数
字

は
ま
だ
、経
済
開
発
協
力
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
参
加
国
の
平

均
を
大
き
く
上
回
る
。

　

昨
年
は
、
学
校
に
行
っ
て

い
な
い
若
者
の
８
２
・３
％
が

働
い
て
い
な
か
っ
た
。
Ｉ
Ｂ

Ｇ
Ｅ
の
ラ
ウ
ン
ダ
・
ボ
テ
リ
ョ

氏
に
よ
る
と
、
勉
強
を
止
め

る
の
が
早
い
ほ
ど
、
仕
事
に

就
け
な
い
可
能
性
が
高
ま
る

と
い
う
。

　

黒
人
か
褐
色
（
以
下
、
黒

人
）
で
１
５
〜
２
９
歳
の
女

性
の
ネ
ン
・
ネ
ン
は
３
２
％

い
た
。
同
年
齢
の
白
人
女
性

の
ネ
ン
・
ネ
ン
は
１
３
・
２
％

だ
か
ら
、
黒
人
女
性
で
の
割

合
は
２
・４
倍
だ
。

　

勉
学
を
止
め
た
、
ま
た
は

勉
強
し
た
事
が
な
い
理
由
の

中
で
最
も
多
い
の
は
、「
働

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」

だ
。
こ
の
理
由
を
挙
げ
た
男

性
は
４
３
・
１
％
、
女
性
も

２
６
％
い
た
。

　

勉
強
も
仕
事
も
し
て
い
な

い
若
者
の
４
２
・
８
％
は
１
人

あ
た
り
の
世
帯
所
得
が
低
い

家
庭
出
身
者
で
、
高
所
得
世

帯
出
身
者
だ
と
４
・
７
％
だ
っ

た
。
ま
た
、
北
東
部
で
は
、

１
５
〜
２
９
歳
の
若
者
の
４

分
の
１
が
勉
強
も
仕
事
も
し

て
い
な
か
っ
た
。

　

１
９
年
の
場
合
、
０
〜

３
歳
の
就
学
児
は
３
５
・
６
％

（
１
６
年
は
３
０
・
４
％
）
で
、

４
〜
５
歳
で
は
９
２
・
９
％
が

就
学
し
て
い
た
。
こ
の
値
は
、

２
４
年
ま
で
の
国
家
教
育
計
画

（
Ｐ
Ｎ
Ｅ
）
の
目
標
の
３
歳

以
下
５
０
％
、
４
〜
５
歳
全

員
よ
り
低
い
。

　

昨
年
は
、
１
８
〜
２
４
歳

の
白
人
は
３
５
・
７
％
が
就
学

中
か
大
卒
者
だ
っ
た
が
、
黒

人
は
１
８
・
９
％
だ
っ
た
。
低

所
得
世
帯
出
身
の
大
卒
者
は

７
・６
％
で
、
高
所
得
世
帯
出

身
者
の
６
１
・
５
％
の
８
分
の

１
だ
っ
た
。

　

１
５
日
に
行
わ
れ
た
統
一

地
方
選
に
お
い
て
、
黒
人
や

女
性
の
候
補
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
台
頭
し
て
き
て
い
る
こ

と
を
証
明
す
る
デ
ー
タ
が
あ

が
っ
て
き
て
い
る
。
１
７
日

付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ

て
い
る
。

　

選
挙
高
裁
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
１
５
日
の
一
次
投
票

で
当
選
し
た
新
ま
た
は
再
選

市
長
の
内
、
黒
人
も
し
く
は

褐
色
と
申
告
し
て
い
た
当
選

者
は
全
体
の
３
２
％
（
白
人

は
６
７
％
）
を
占
め
た
と
い

う
。
２
０
１
６
年
の
選
挙
で

は
、
黒
人
が
２
９
％
、
白
人

が
７
０
・４
％
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
女
性
の
当
選

者
は
１
２
％
で
、
こ
れ
も

２
０
１
６
年
の
１
１
・
７
％

よ
り
も
若
干
だ
が
上
昇
し

た
。
２
０
０
０
年
の
選
挙
で

は
５
・
７
％
を
占
め
る
に
過

ぎ
ず
、
全
体
の
１
０
％
を
超

え
始
め
た
の
は
２
０
１
２
年

の
選
挙
か
ら
だ
。

　

こ
の
傾
向
は
、
都
市
部
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
強
く
な
る

こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
伯

国
の
法
律
で
は
、
有
権
者

数
が
２
０
万
人
を
超
え
る

市
に
関
し
て
は
、
一
次
投
票

で
５
０
％
以
上
の
得
票
者

が
出
な
か
っ
た
場
合
は
決
選

投
票
が
行
わ
れ
る
が
、
今
回

の
選
挙
で
決
選
投
票
進
出

と
な
っ
た
５
７
市
１
１
４
人

の
候
補
を
見
て
み
る
と
、
男

性
が
８
２
・
４
％
、
女
性
が

１
７
・
５
％
で
、
女
性
の
比

率
が
上
が
っ
て
い
る
。
１
６

年
の
市
長
選
で
は
、
男
性
が

９
４
・
７
％
、
女
性
が
５
・

３
％
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
黒
人
に
関
し
て
も
、

１
６
年
の
決
選
投
票
進
出
者

は
、
白
人
の
８
０
・７
％
に
対

し
、
褐
色
１
７
・
５
％
、
黒

人
１
・７
％
だ
っ
た
が
、
２
０

年
は
白
人
が
７
１
％
に
対

し
、
褐
色
２
６
・
３
％
、
黒

人
１
・
７
％
と
、
そ
の
比
率

を
大
き
く
上
げ
て
い
る
。
一

次
投
票
で
市
長
に
当
選
し

た
候
補
の
比
率
は
、
白
人

６
７
・
０
％
に
対
し
、
褐
色

と
黒
人
合
わ
せ
て
３
１
・９
％

（
１
７
２
９
人
）
だ
っ
た
。

市
長
当
選
者
の
内
７
人
は
先

住
民
候
補
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
聖
市
議
会
で
は
、

社
会
主
義
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｏ

Ｌ
）
が
議
席
を
２
か
ら
６
に

増
や
し
た
が
、
そ
の
内
の
一つ

は
、「
バ
ン
カ
ー
ダ
・
フ
ェ
ミ

ニ
ス
タ
」
と
い
う
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
運
動
を
目
的
と
し
た
５
人

か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
で
、
そ

れ
て
い
た
。

　

こ
の
時
は
逮
捕
か
ら
９
日

目
に
釈
放
さ
れ
た
が
、
エ
ウ

ス
タ
ー
キ
オ
氏
は
そ
の
後
も

聖
市
市
長
候
補
の
ギ
リ
ェ
ル

メ
・
ボ
ウ
ロ
ス
氏
（
社
会
主

義
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
に

関
す
る
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

（
虚
報
）
を
大
量
に
流
す
な

ど
の
違
法
行
為
を
続
け
た
。

　

１
１
日
に
は
聖
州
選
挙
地

域
裁
か
ら
ネ
ッ
ト
に
掲
載
し

た
ボ
ウ
ロ
ス
氏
中
傷
ビ
デ
オ

の
消
去
を
命
じ
ら
れ
た
が
、

そ
の
後
も
攻
撃
を
続
け
た
た

め
、
３
日
後
に
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
停
止
も
命

じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
１
２
日

も
、
ボ
ウ
ロ
ス
氏
も
参
加
し

た
聖
市
開
催
の
Ｕ
Ｏ
Ｌ
社
主

催
の
市
長
選
討
論
会
に
観
客

と
し
て
参
加
。
同
日
は
リ
オ

市
で
も
ク
リ
ヴ
ェ
ラ
候
補
支

援
演
説
を
行
う
な
ど
、
禁
止

さ
れ
て
い
た
行
為
を
繰
り
返

し
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が

自
宅
軟
禁
の
決
め
手
と
な
っ

た
。

非
就
労
非
就
学
の
若
者
昨
年
減

低
所
得
世
帯
の
黒
人
に
集
中

都
市
部
で
あ
る
ほ
ど
顕
著
に

アマパー州

火
力
発
電
機
３
７
基
が
到
着

大
統
領
派
ブ
ロ
ガ
ー
自
宅
軟
禁
に

逮
捕
釈
放
後
も
虚
報
を
流
し
続
け

コーヴァス氏（右）とボウロス氏（Twitter）
　

聖
市
市
長
選
の
決
戦
投

票
は
、
聖
州
で
の
影
響
力

が
圧
倒
的
に
強
い
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
の
共
同
創
立
者
の
マ
リ

オ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
元
知
事

の
孫
と
、
セ
ン
・
テ
ッ
ト

一
つ
で
あ
る
ホ
ー
ム
レ
ス

労
働
者
運
動
（
Ｍ
Ｔ
Ｓ
Ｔ
）

の
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
、
全

く
正
反
対
の
出
自
に
よ
る

二
人
の
対
決
と
な
り
、
話

題
を
呼
ん
で
い
る
。
年
齢

も
コ
ー
ヴ
ァ
ス
氏
４
０
歳
、

ボ
ウ
ロ
ス
氏
３
８
歳
と
過

去
に
な
く
若
い
。

　

そ
の
二
人
が
１
６
日
、
Ｃ

Ｎ
Ｎ
ブ
ラ
ジ
ル
の
テ
レ
ビ
討

論
会
に
参
加
し
、
早
速
、
厳

し
い
舌
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

ま
ず
、
ボ
ウ
ロ
ス
氏
が

コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
が
行
っ

た
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
し
て

「
検
査
実
施
数
が
少
な
す
ぎ

る
」
と
批
判
し
、「
自
分
が

市
長
な
ら
、
第
二
波
が
や
っ

て
来
た
場
合
、
大
量
検
査

に
感
染
経
路
確
保
と
い
う
、

第
一
波
の
際
に
や
る
べ
き

だ
っ
た
こ
と
を
や
る
」
と

挑
発
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
コ
ー
ヴ
ァ
ス

　

最
高
裁
の
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン

ド
レ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
判
事

は
１
７
日
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大

統
領
支
持
派
の
ブ
ロ
ガ
ー
、

オ
ズ
ワ
ル
ド
・
エ
ウ
ス
タ
ー

キ
オ
氏
に
対
し
、
電
子
足
輪

つ
き
の
自
宅
軟
禁
を
命
じ

た
。
１
７
日
付
伯
字
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。

　

今
回
の
軟
禁
に
関
し
、
モ

ラ
エ
ス
判
事
は
、
エ
ウ
ス

タ
ー
キ
オ
氏
が
要
求
さ
れ
て

い
た
法
の
遵
守
を
怠
っ
た
た

め
と
の
見
解
を
示
し
て
い

る
。

　

エ
ウ
ス
タ
ー
キ
オ
氏
は
６

月
に
、
反
連
邦
議
会
、
反
最

高
裁
の「
反
民
主
主
義
デ
モ
」

を
煽
り
、
協
力
し
て
い
た
ブ

ロ
ガ
ー
と
し
て
、
最
高
裁
に

向
け
て
花
火
を
発
砲
し
た
サ

ラ
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
氏
ら
と
共

に
、
重
要
捜
査
対
象
者
と

な
っ
て
い
た
。
エ
ウ
ス
タ
ー

キ
オ
氏
は
当
時
、
マ
ッ
ト
・

グ
ロ
ッ
ソ
州
の
国
境
か
ら
パ

ラ
グ
ア
イ
に
国
外
逃
亡
し
よ

う
と
し
た
疑
い
で
逮
捕
も
さ

知
ら
な
い
か
ら
、
市
場
が

何
で
も
解
決
す
る
と
考
え

る
ん
だ
。
私
は
彼
ら
の
こ

と
を
２
０
年
以
上
も
前
か

ら
、
そ
れ
こ
そ
、
名
前
ま

で
知
っ
て
い
る
」
と
、
強

い
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。

早くも白熱した討論を展開聖市
市長選
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な
く
な
っ
た
男
性
が
体
調
を

崩
し
て
亡
く
な
っ
た
と
か
、

予
防
接
種
用
ワ
ク
チ
ン
を
自

家
発
電
が
可
能
な
肉
屋
に
保

管
と
い
っ
た
報
道
も
あ
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
や
死
者

も
増
え
て
い
る
が
、
治
療
や

実
態
の
集
計
も
困
難
だ
。

　

同
州
の
消
費
者
保
護
セ
ン

タ
ー
は
既
に
、
イ
ゾ
ル
ッ
ク

ス
や
Ｌ
Ｍ
Ｔ
Ｅ
の
責
任
を
問

う
た
め
の
手
続
き
を
開
始
。

同
州
選
出
の
ダ
ヴ
ィ
・
ア
ル

コ
ル
ン
ブ
レ
上
院
議
長
も

１
２
日
、
連
警
や
連
邦
検
察

庁
に
調
査
を
求
め
る
意
向
を

表
明
し
た
。
１
７
日
に
は
下

院
で
再
度
、
議
会
調
査
委
員

会
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
設
置
を
求
め

る
署
名
が
提
出
さ
れ
た
が
、

Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
数
は
制
限
が
あ

り
、設
置
の
可
否
は
不
明
だ
。

の
内
の
１
人
は
エ
イ
ズ
感
染

者
の
女
装
男
性
な
ど
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
動
き
を
見
せ
た

例
も
あ
っ
た
。

　

全
国
で
は
、
性
転
換
手

術
を
受
け
て
女
性
と
な
っ
た

候
補
が
当
選
し
た
例
も
あ
る

が
、
女
性
市
議
が
ゼ
ロ
と
い

う
市
も
９
０
０
以
上
あ
る
と

い
う
。



医い

療り
ょ
う

強き
ょ
う

化か

や
森し

ん

林り
ん

火か

災さ
い

消し
ょ
う

火か

活か
つ

動ど
う

で

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
ブ
ラ
ジ
ル
支し

援え
ん

講こ
う

演え
ん

会か
い

チ
ラ
シ

第だ
い

２
回か

い

芭ば

蕉し
ょ
う

白し
ら

河か
わ

の
関せ

き

俳は
い

句く

賞し
ょ
う

（２）２０２０（令和二）年 第５６１５号 １１月 １８日 （水曜日）

　

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

白し
ら

河か
わ

市し

が
主し

ゅ

催さ
い

し
た
第だ

い

２
回か

い

芭ば

蕉し
ょ
う

白し
ら

河か
わ

の
関せ

き

俳は
い

句く

賞し
ょ
うの
結け

っ

果か

が
送お

く

ら
れ
て
き

た
。「
一い

っ

般ぱ
ん

の
部ぶ

」
に
は
８
３
７
句く

、「
海か

い

外が
い

特と
く

別べ
つ

賞し
ょ
う」
に
は
１
５
４
句く

、
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

、
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

を
対た

い

象し
ょ
うと
し
た
「
ジ
ュ
ニ
ア
の
部ぶ

」
に
も
３
１
４
３
句く

、
合ご

う

計け
い

応お
う

募ぼ

総そ
う

数す
う

４
１
３
４

句く

の
応お

う

募ぼ

が
あ
っ
た
。「
一い

っ

般ぱ
ん

の
部ぶ

海か
い

外が
い

特と
く

別べ
つ

賞し
ょ
う」
の
結け

っ

果か

は
以い

下か

の
通と

お

り
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
た
。

トモコ・ソバージュ氏
し

演
えん

奏
そう

の様
よう

子
す

（ＪＨ提
てい

供
きょう

）

入に
ゅ
う

賞し
ょ
う

者し
ゃ

に
賞し

ょ
う

状じ
ょ
う

と
副ふ

く

賞し
ょ
う

郵ゆ
う

送そ
う

理り

事じ

長ち
ょ
う

賞し
ょ
う

に
伯は

っ

国こ
く

関か
ん

連れ
ん

で
３
人に

ん

果か

樹じ
ゅ

指し

導ど
う

の
浦う

ら

田た

昌ま
さ

寛ひ
ろ

さ
ん
ら

島し
ま

崎ざ
き

充み
つ

也や

さ
ん

　

１
０
月が

つ

２
９
日に

ち

に
ブ
ラ
ジ

ル
外が

い

務む

省し
ょ
う（
イ
タ
マ
ラ
チ
宮ぐ

う

）

で
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
ブ
ラ
ジ
ル
に

対た
い

し
、「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うに
対た

い

す
る
保ほ

健け
ん

・

医い

療り
ょ
う

体た
い

制せ
い

強き
ょ
う

化か

の
た
め
の

医い

療り
ょ
う

器き

材ざ
い

支し

援え
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
開か

い

始し

と
「
ア
マ
ゾ
ン
森し

ん

林り
ん

火か

災さ
い

消し
ょ
う

火か

活か
つ

動ど
う

支し

援え
ん

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
物ぶ

っ

資し

提て
い

供き
ょ
うす
る
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
開ひ

ら

か
れ

た
。日に

本ほ
ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
うと
し
て
山や

ま

田だ

彰あ
き
ら

駐ち
ゅ
うブ
ラ
ジ
ル
大た

い

使し

が
式し

き

典て
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
は

サ
ル
キ
ス
・
ジ
ョ
ゼ
・
ブ
ア
イ

ナ
ミ
ン
・
サ
ル
キ
ス
外が

い

務む

省
し
ょ
う

貿ぼ
う

易え
き

経け
い

済ざ
い

担た
ん

当と
う

副ふ
く

次じ

官か
ん

や
関か

ん

係け
い

省し
ょ
う

庁ち
ょ
う・
機き

関か
ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
うが
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

山や
ま

田だ

大た
い

使し

は
同ど

う

式し
き

典て
ん

の
挨あ

い

拶さ
つ

で
、
主し

ゅ

催さ
い

の
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

庁ち
ょ
うや
関か

ん

係け
い

省し
ょ
う

庁ち
ょ
う、

ク
ラ
ウ
ジ
ア
・
ヴ
ァ
レ
ン
ズ
エ

ラ
国こ

く

連れ
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ

ー
ビ
ス
機き

関か
ん

（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｐ

Ｓ
）
へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
、
今こ

ん

後ご

の
「
両

り
ょ
う

国こ
く

の
友ゆ

う

好こ
う

協き
ょ
う

力り
ょ
く

関か
ん

係け
い

増ぞ
う

進し
ん

や
両

り
ょ
う

国こ
く

国こ
く

民み
ん

間か
ん

の
絆き

ず
な
が
強つ

よ

く
な
る
こ
と
」

へ
期き

待た
い

を
寄よ

せ
た
。

式し
き

典て
ん

後ご

に
は
ア
ラ
ウ
ー
ジ

ョ
外が

い

相し
ょ
うが
山や

ま

田だ

大た
い

使し

を
招

し
ょ
う

致ち

し
「
二に

国こ
く

間か
ん

関か
ん

係け
い

及お
よ

び
、
国こ

く

際さ
い

場じ
ょ
う

裏り

で
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
ま
す
ま

す
増ぞ

う

進し
ん

し
た
い
」
と
日に

っ

伯ぱ
く

間か
ん

関か
ん

係け
い

強き
ょ
う

化か

へ
の
姿し

勢せ
い

を
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
た
。

二ふ
た

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
Ｕ

Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
を
通つ

う

じ
て
ブ
ラ
ジ

ル
政せ

い

府ふ

の
ニ
ー
ズ
を
踏ふ

ま
え

支し

援え
ん

機き

材ざ
い

や
物ぶ

っ

資し

の
供

き
ょ
う

与よ

を

行お
こ
な
っ
て
い
く
。

同ど
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
約や

く

４
６
７
万ま

ん

ド
ル
に
及お

よ

ぶ
予よ

算さ
ん

が
組く

ま
れ
、
肺は

い

炎え
ん

等な
ど

の
早そ

う

期き

発は
っ

見け
ん

に
特と

く

に
有ゆ

う

効こ
う

な
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ナ
ー
や
Ｘ
線せ

ん

撮さ
つ

影え
い

装そ
う

置ち

な
ど
が
供

き
ょ
う

与よ

さ
れ
る
。
今こ

ん

後ご

医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

に
届と

ど

け
ら
れ
る
予よ

定て
い

だ
。

同ど
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
、

３
月が

つ

か
ら
す
で
に
日に

本ほ
ん

の
取と

り
組く

み
を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
専せ

ん

門も
ん

家か

会か
い

議ぎ

を
開ひ

ら

く
な
ど
様さ

ま

々ざ
ま

な
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症
し
ょ
う

対た
い

策さ
く

に
係か

か
わ
る
支し

援え
ん

を
行

お
こ
な

っ
て

き
た
。

　

４
月が

つ

に
は
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
汎は

ん

米べ
い

保ほ

健け
ん

機き

構こ
う

（
Ｐ
Ａ
Ｈ
Ｏ
）

を
通つ

う

じ
、
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

に
お
け
る

感か
ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

防ぼ
う

止し

や
予よ

防ぼ
う

の
た

め
約や

く

４
８
・
５
万ま

ん

ド
ル
の
緊き

ん

急き
ゅ
う

支し

援え
ん

を
実じ

っ

施し

、
６
月が

つ

に
は

連れ
ん

邦ぽ
う

直ち
ょ
っ

轄か
つ

区く

政せ
い

府ふ

へ
日に

本ほ
ん

大た
い

使し

館か
ん

と
職

し
ょ
く

員い
ん

個こ

人じ
ん

に
よ
る
寄き

付ふ

金き
ん

で
購こ

う

入に
ゅ
うし
た
感か

ん

染せ
ん

予よ

防ぼ
う

の
た
め
の
物ぶ

っ

資し

を
寄き

付ふ

し
て

い
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

ア
マ
ゾ
ン
森し

ん

林り
ん

火か

災さ
い

対た
い

策さ
く

で
は
約や

く

８
２
万ま

ん

ド
ル
の

支し

援え
ん

に
よ
り
、
防ぼ

う

火か

服ふ
く

・
防ぼ

う

火か

手て

袋ぶ
く
ろ・ヘ
ル
メ
ッ
ト
セ
ッ
ト
・

浄じ
ょ
う

水す
い

器き

な
ど
を
供

き
ょ
う

与よ

。
最さ

い

前ぜ
ん

で
消

し
ょ
う

火か

活か
つ

動ど
う

に
あ
た
る
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

に
物ぶ

っ

資し

が
届と

ど

き
つ
つ
あ
る
と

い
う
。
２
０
１
９
年ね

ん

９
月が

つ

に

独ど
く

立り
つ

行ぎ
ょ
う

政せ
い

法ほ
う

人じ
ん

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力
り
ょ
く

機き

構こ
う

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
を
通つ

う

じ

て
行

お
こ
な
っ
た
支し

援え
ん

に
続つ

づ

き
同ど

う

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
２
度ど

目め

と
な
る
。

元も
と

日に
っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う
 
か
い会
専せ

ん
 
む務
理り

 
じ事

　

式
しき

典
てん

で署
しょ

名
めい

を交
か

わす副
ふく

次
じ

官
かん

と山
やま

田
だ

大
たい

使
し

（大
たい

使
し

館
かん

提
てい

供
きょう

）

句く

賞し
ょ
うに
際さ

い

し
ま
し
て
は
、
多た

大だ
い

な
ご
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
い
た
だ
き
ま

し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ＪＩＣＡ

西に
し
や
ま山
溥
子
）

【
秀

し
ゅ
う

逸い
つ

】
芭ば

蕉し
ょ
うの
句く

心こ
こ
ろに
葱ね

ぎ

を

洗あ
ら

い
け
り
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う 

百ゆ

り合
由ゆ

み

こ
美
子
）

　

今こ
ん

月げ
つ

２
９
日に

ち

に
白し

ら

河か
わ

市し

の

ホ
ー
ル
（
コ
ミ
ネ
ス
）
で
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

を
行お

こ
な
う
予よ

定て
い

。
同ど

う

振し
ん

興こ
う

課か

か
ら
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

の
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
う

者し
ゃ

に
は
、
来ら

い

月げ
つ

中
ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
んを

目め

途ど

に
、
賞

し
ょ
う

状じ
ょ
うと

副ふ
く

賞
し
ょ
う

（
記き

念ね
ん

切き
っ

手て

な
ど
を
予よ

定て
い

し
て

い
ま
す
）、
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
う

作さ
く

品ひ
ん

集し
ゅ
うを

郵ゆ
う

送そ
う

し
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

主し
ゅ

催さ
い

し
た
同ど

う

市し

文ぶ
ん

化か

振し
ん

興こ
う

課か

か
ら
は
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
の

投と
う

句く

に
対た

い

し
、「
白し

ら

河か
わ

市し

の
俳は

い

★
鈴す

ず

木き

太た

郎ろ
う 

選せ
ん

【
大た

い

賞し
ょ
う】
白し

ら

河か
わ

の
関せ

き

や
甥お

い

住す

む

街ま
ち

涼す
ず

し
（
ブ
ラ
ジ
ル 

パ
ラ
州

し
ゅ
う

三み
や
け宅
昭あ

き
こ子
）

【
特と

く

選せ
ん

】
金こ

ん

色じ
き

堂ど
う

し
じ
ま
を

包つ
つ

む
晩ば

ん

夏か

光こ
う

（
サ
ン
パ
ウ
ロ

州し
ゅ
う 

田た
な
か中
美み

ち

こ
智
子
）

【
秀

し
ゅ
う

逸い
つ

】
み
ち
の
く
へ
た
ん
ぽ

ぽ
翔と

ば
す
移い

民み
ん

妻づ
ま

（
サ
ン
パ

ウ
ロ
州

し
ゅ
う 

織お

だ田
真ま

ゆ

み
由
美
）

★
佐さ

怒ぬ

か賀
直な

お

美み 

選せ
ん

【
大た

い

賞し
ょ
う】
み
ち
の
く
へ
た
ん
ぽ

ぽ
翔と

ば
す
移い

民み
ん

妻づ
ま

（
サ
ン
パ

ウ
ロ
州

し
ゅ
う 

織お

だ田
真ま

ゆ

み
由
美
）

【
特と

く

選せ
ん

】
銀ぎ

ん

漢か
ん

や
草わ

ら
じ鞋
の
音お

と

の

遠と
お

ざ
か
る
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う 

入
　
選

秀
　
逸

特
　
選

大
　
賞

蕉
翁
の
旅
出
白
河
露
す
ず
し

み
ち
の
お
く
星
の
ふ
る
里
雁
供
養

姑
の
ず
う
ず
う
弁
や
山
笑
ふ

み
ち
の
く
の
訛
や
さ
し
く
菊
膾

義
経
等
落
ち
行
く
径
の
木
下
闇

カ
ー
ニ
バ
ル
ね
ぶ
た
の
響
き
令
和
の
夜

大
津
波
の
ひ
き
忘
れ
た
る
桜
か
な

飛
ん
で
ゆ
き
三
春
の
桜
見
て
み
た
し

我
が
里
の
福
島
訛
り
冬
温
し

読
み
返
す
お
く
の
ほ
そ
道
芭
蕉
の
忌

み
ち
の
く
へ
た
ん
ぽ
ぽ
翔
ば
す
移
民
妻

金
色
堂
し
じ
ま
を
包
む
晩
夏
光

白
河
の
関
や
甥
住
む
街
涼
し

湯
田

康
平

伊
藤

み
ち
子

原

は
る
江

井
上

人
栄

浅
海

護
也

川
本

浩

林

と
み
代

平
川

佳
子

鈴
木

文
子

百
合

由
美
子

織
田

真
由
美

田
中

美
智
子

三
宅

昭
子

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

マ

ッ
ト
グ
ロ

ッ
ソ
・

ド
・
ス
ー

ル
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

パ
ラ
州

令
和
二
年
度
　
第
二
回

「
芭
蕉
白
河
の
関
俳
句
賞

」
　
受
賞
作
品

（
一
般
の
部

海
外
特
別
賞

）
　
鈴

木

太

郎

選

入
　
選

秀
　
逸

特
　
選

大
　
賞

故
郷
は
み
ち
の
く
な
り
と
移
民
の
日

顔
赤
き
川
童
捕
え
ん
雲
の
峰

野
分
だ
つ
下
ノ
畑
ニ
居
る
賢
治

み
ち
の
く
の
訛
や
さ
し
く
菊
膾

句
を
辿
り
奥
の
細
道
盆
の
月

み
ち
の
く
や
あ

っ
け
ら
か
ん
と
土
筆
出
づ

陸
奥
の
山
滴
る
や
馬
の
群

異
土
に
住
み
判
官
び
い
き
星
流
る

う
ぐ
い
す
や
飯
館
に
建
つ
愛
の
句
碑

み
ち
の
く
の
七
夕
祭
り
ブ
ラ
ジ
ル
に

芭
蕉
の
句
心
に
葱
を
洗
い
け
り

銀
漢
や
草
鞋
の
音
の
遠
ざ
か
る

み
ち
の
く
へ
た
ん
ぽ
ぽ
翔
ば
す
移
民
妻

湯
田

康
平

宇
佐
美

好
子

宇
佐
美

好
子

井
上

人
栄

吉
田

志
乃
婦

浅
海

喜
世
子

浅
海

護
也

児
玉

和
代

林

と
み
代

大
戸

ヒ
ロ
子

百
合

由
美
子

西
山

溥
子

織
田

真
由
美

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ア
メ
リ
カ

マ
サ
チ

ュ
ー

セ

ッ
ツ
州

ア
メ
リ
カ

マ
サ
チ

ュ
ー

セ

ッ
ツ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ブ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

令
和
二
年
度
　
第
二
回

「
芭
蕉
白
河
の
関
俳
句
賞

」
　
受
賞
作
品

（
一
般
の
部

海
外
特
別
賞

）

佐

怒

賀

直

美

選

独ど
く

立り
つ

行ぎ
ょ
う

政せ
い

法ほ
う

人じ
ん

国こ
く

際さ
い

協
き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が

「
第だ

い

１
６
回か

い

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理り

事じ

長ち
ょ
う

賞し
ょ
う」
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うの
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

ま
し
た
」
と
の
お
礼れ

い

の
言こ

と

葉ば

も
メ
ー
ル
で
届と

ど

い
た
。

　

入
に
ゅ
う

選せ
ん

作さ
く

の
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
本ほ

ん

面め
ん

下げ

段だ
ん

に
掲け

い

載さ
い

。
白し

ら

河か
わ

市し

サ
イ
ト

（w
w
w
.city.sh

iraka-
w
a
.fu
k
u
sh
im
a
.jp
/

p
age/p

age0
0
6
1
0
2
.

h
tm
l

）
に
は
全ぜ

ん

体た
い

概が
い

要よ
う

が

あ
る
。

　

門か
ど

倉く
ら

さ
ん
は
ブ
ラ
ジ
ル
以い

外が
い

に
も
メ
キ
シ
コ
や
ド
ミ
ニ

カ
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

な
ど
の
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

経け
い

験け
ん

も
長な

が

く
、
豊ほ

う

富ふ

な
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

駐
ち
ゅ
う

在ざ
い

経け
い

験け
ん

を
ふ
ま
え
て
業

ぎ
ょ
う

務む

を

通つ
う

じ
て
関か

か

わ
っ
た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

や

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
印い

ん

象し
ょ
うや
特と

く

徴ち
ょ
うを

話は
な

す
。

　

水み
ず

野の

さ
ん
は
ノ
ロ
エ
ス
テ

地ち

方ほ
う

の
リ
ン
ス
慈じ

善ぜ
ん

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

で
「
青せ

い

少し
ょ
う

年ね
ん

活か
つ

動ど
う

」

を
し
た
。
そ
の
と
き
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活か

つ

動ど
う

の
様よ

う

子す

や
、
リ

ン
ス
で
の
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

史し

や
現げ

ん

在ざ
い

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
暮く

ら
し
な
ど

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
く
。

　

申も
う

し
込こ

み
は
メ
ー
ル
（ji 

cayic_jom
m
_in
fo@

jica.go.jp

）
ま
で
。
件け

ん

名め
い

に
「
移い

住じ
ゅ
う

資し

料り
ょ
う

館か
ん

講こ
う

演え
ん

会か
い

ば
ん
遠と

お

く
て
い
ち
ば
ん
近ち

か

い
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

―
住す

ん
で
み
た
印い

ん

象し
ょ
うは
？
他た

国こ
く

と

ど
こ
が
違ち

が

う
？
コ
ロ
ナ
禍か

の
今い

ま

は
？
―
」
が
日に

っ

本ぽ
ん

時じ

間か
ん

２
６

日に
ち

１
９
時じ

か
ら
２
０
時じ

１
０

分ぶ
ん

ま
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
参さ

ん

加か

無む

料り
ょ
う。
定て

い

員い
ん

１
０
０
人に

ん

。

講こ
う

師し

に
は
元も

と

ブ
ラ
ジ
ル
企き

画か
く

調ち
ょ
う

査さ

員い
ん

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事じ

業ぎ
ょ
う）
の
門か

ど

倉く
ら

孝た
か

行ゆ
き

さ
ん
と
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海か

い

外が
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

隊た
い

員い
ん

と
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う
ノ
ロ
エ

ス
テ
地ち

方ほ
う

で
活か

つ

動ど
う

し
た
水み

ず

野の

晴は
る

佳か

さ
ん
を
招ま

ね

く
。

浦う
ら

田た

晶ま
さ

寛ひ
ろ

さ
ん

イ
ト
ウ
・
ル
ー
シ
ー
・
サ

ユ
リ
さ
ん

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・

モ
ン
ダ
ド
リ
・
ヴ
ァ
ー
レ
さ
ん

　

パ
ラ
グ
ア
イ
国こ

く

イ
グ
ア
ス

移い
 
じ
ゅ
う
 
ち

住
地
に
あ
る
拓た

く

恩お
ん

寺じ

の

島し
ま
 
ざ
き崎
充み

つ
 
や也
住じ

ゅ
う
 
し
ょ
く
職
が
、
１
１

日に
ち

２
０
時じ

 
ご
ろ頃
に
同ど

う

寺じ
 
な
い内
で

急き
ゅ
う

性せ
い

心し
ん
 
ふ
 
ぜ
ん

不
全
の
た
め
に
亡な

く
な
っ
た
。
行

ぎ
ょ
う
 
ね
ん
年
７
７
歳さ

い

。

１
３
日に

ち

に
同ど

う

寺じ
 
な
い内
で
葬そ

う
 
ぎ儀
、

告こ
く
 
べ
つ別
式し

き

を
行お

こ
ない
同ど

う

移い
 
じ
ゅ
う
 
ち

住
地
の

墓ぼ
 
ち地
に
埋ま

い
 
そ
う葬
さ
れ
た
。
物ぶ

っ
 
し
ん心

両り
ょ
う
 
め
ん
面
で
日に

 
ほ
ん本
と
南な

ん
 
べ
い米
の
懸か

け

橋は
し

と
な
っ
た
生

し
ょ
う
 
が
い
涯
だ
っ
た
。

島し
ま
 
ざ
き崎
さ
ん
は
１
９
４
３

年ね
ん

３
月が

つ

１
０
日か

に
北ほ

っ
 
か
い
 
ど
う

海
道

で
生う

ま
れ
た
。
龍

り
ゅ
う
 
こ
く谷
大だ

い
 
が
く学

経け
い
 
ざ
い済
学が

く
 
ぶ部
を
卒

そ
つ
 
ぎ
ょ
う
業
し
、（
株か

ぶ

）

日に
 
ほ
ん本
旅り

ょ
 
こ
う行
北ほ

っ
 
か
い
 
ど
う

海
道
で
勤つ

と

め

た
。島し
ま
 
ざ
き崎
さ
ん
は
１
９
８
１

年ね
ん

に
青せ

い
 
し
ょ
う
 
ね
ん

少
年
ブ
ラ
ジ
ル

島
しま ざき

崎充
みつ や

也さん

演え
ん

奏そ
う

ラ
イ
ブ
を
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

１
９
日に

ち

２
０
時じ

は
ジ
ャ

ズ
サ
ッ
ク
ス
奏そ

う

者し
ゃ

の
坂さ

か

田た

明あ
き
ら

氏し

を
招ま

ね

く
。
坂さ

か

田た

氏し

は

１
９
６
０
年ね

ん

代だ
い

か
ら
活か

つ

躍や
く

す

る
日に

本ほ
ん

の
フ
リ
ー
ジ
ャ
ズ
の
重

じ
ゅ
う

鎮ち
ん

と
さ
れ
る
人じ

ん

物ぶ
つ

。

　

２
７
日に

ち

２
０
時じ

か
ら
は
フ

ラ
ン
ス
在ざ

い

住じ
ゅ
うの
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
ト
モ
コ
・
ソ
バ
ー

ジ
ュ
氏し

を
紹

し
ょ
う

介か
い

。
様さ

ま

々ざ
ま

な
状

じ
ょ
う

態た
い

の
水み

ず

の
音お

と

を
水す

い

中ち
ゅ
うマ
イ
ク

派は
 
け
ん遣
団だ

ん

に
参さ

ん
 
か加
。
そ
の
後ご

、

１
９
８
６
年ね

ん

ブ
ラ
ジ
ル
移い

 
じ
ゅ
う住

７
０
周

し
ゅ
う
 
ね
ん
年
の
時と

き

に
本ほ

ん
 
か
く格
的て

き

に

ブ
ラ
ジ
ル
と
南な

ん
 
べ
い米
に
関か

か

わ
り
、

同ど
う
 
ね
ん年
に
一い

っ
 
ぱ
ん般
社し

ゃ
 
だ
ん団
法ほ

う
 
じ
ん人
・

北ほ
っ
 
か
い
 
ど
う

海
道
日に

っ
 
ぱ
く伯
協き

ょ
う
 
か
い会
専せ

ん
 
む務

理り
 
じ事
を
務つ

と

め
、
日に

っ
 
ぱ
く伯
間か

ん

お

よ
び
北ほ

っ
 
か
い
 
ど
う

海
道
と
ブ
ラ
ジ
ル
の

交こ
う
 
り
ゅ
う
流
の
便べ

ん
 
ぎ宜
を
は
か
っ
た
。

　

南な
ん
 
べ
い米
へ
の
往お

う
 
ら
い来
を
重か

さ

ね
な

が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
Ｙ
ｏ

ｓ
ａ
ｋ
ｏ
ｉ
ソ
ー
ラ
ン
導

ど
う
 
に
ゅ
う
入
、

ブ
ラ
ジ
ル
北ほ

っ
 
か
い
 
ど
う

海
道
協き

ょ
う
 
か
い会

会か
い
 
か
ん館
建け

ん
 
せ
つ設な
と
も
舞ぶ

 
た
い
 
う
ら

台
裏
か

ら
熱ね

っ
 
し
ん心
に
支し

 
え
ん援
し
た
。
最

さ
い
 
し
ゅ
う終

的て
き

に
安

あ
ん
 
じ
ゅ
う
住
の
地ち

と
し
て
イ
グ

ア
ス
移い

 
じ
ゅ
う
 
ち

住
地
に
２
０
１
０

年ね
ん

に
移い

 
じ
ゅ
う住
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

導ど
う
 
に
ゅ
う
入
に
尽

じ
ん
 
り
ょ
く
力
し
た
。

　

同ど
う
 
ね
ん年
「
先せ

ん

没ぼ
つ

開か
い
 
た
く
 
し
ゃ

拓
者

慰い
 
れ
い霊
法ほ

う
 
よ
う要
」
の
た
め
、
イ

グ
ア
ス
市し

に
訪お

と
ず
れ
た
南み

な
み
ア
メ

リ
カ
特と

く
 
は派
布ふ

教き
ょ
う
 
し師
で
あ
る

北ほ
っ
 
か
い
 
ど
う

海
道
薬や

く
 
お
う
 
じ

王
寺
住

じ
ゅ
う
 
し
ょ
く職

の
田た

 
な
か中
清せ

い
 
げ
ん元
老ろ

う
 
し師
と
出で

 
あ会

い
、
１
２
年ね

ん

に
は
同ど

う

住
じ
ゅ
う
 
し
ょ
く職

の
も
と
で
出

し
ゅ
っ
 
け家
得と

く
 
ど度
を
取し

ゅ
 
と
く得
。

静し
ず
 
お
か岡
県け

ん

可か

睡す
い

斎さ
い

専せ
ん
 
も
ん門
僧そ

う
 
ど
う堂

で
修

し
ゅ
 
ぎ
ょ
う
行
を
行

お
こ
な

っ
た
。
７
０
歳さ

い

を
越こ

え
て
か
ら
禅

ぜ
ん
 
し
ゅ
う宗
僧そ

う
 
り
ょ侶に

な
る
修

し
ゅ
 
ぎ
ょ
う
行
を
す
る
人ひ

と

は
非ひ

 
じ
ょ
う常

に
珍め

ず
らし
い
と
い
う
。

　

１
５
年ね

ん

パ
ラ
グ
ア
イ
国こ

く

初は
つ

の
仏

ぶ
っ
 
き
ょ
う教
寺じ

 
い
ん院
で
あ
る
眞し

ん

應お
う

山さ
ん

拓た
く

恩お
ん

寺じ

が
イ
グ
ア
ス
市し

に

建こ
ん
 
り
ゅ
う
立
さ
れ
、
１
９
年ね

ん

１
１
月が

つ

に
正せ

い
 
し
き式
な
住

じ
ゅ
う
 
し
ょ
く
職
に
な
る
儀ぎ

 
し
き式

を
終お

え
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

出し
ゅ
っ
か
ん棺
の
際さ

い

、
寺て

ら

か
ら

移い
 
じ
ゅ
う
 
ち

住
地
を
練ね

り
歩あ

る

い
て
墓ぼ

 
ち地

ま
で
を
消し

ょ
う
 
ぼ
う
 
し
ゃ

防
車
が
先せ

ん
 
ど
う導

し
た
。
こ
の
消し

ょ
う
 
ぼ
う
 
し
ゃ

防
車
は
、

北ほ
っ
 
か
い
 
ど
う

海
道
池い

け
 
だ
 
ち
ょ
う

田
町
か
ら
寄き

 
ぞ
う贈

さ
れ
た
も
の
。
島し

ま
 
ざ
き崎
氏し

が

同ど
う
 
ち
ょ
う
町
か
ら
の
寄き

 
ぞ
う贈
の
便べ

ん
 
ぎ宜
を

は
か
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
独ど

く

占せ
ん

演え
ん

奏そ
う

ラ
イ
ブ

日に

本ほ
ん

人じ
ん

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
紹し

ょ
う

介か
い

せ
た
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
な
サ
ウ

ン
ド
が
特と

く

徴ち
ょ
う。

　
い
ず
れ
も
Ｊ
Ｈ
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（h

ttp
s://

w
w
w
.you
tu
be.com

/
jap
an
h
ou
sesaop

au
-

lo

）
か
ら
視し

聴ち
ょ
う

可か

能の
う

。
ラ
イ

ブ
後ご

も
動ど

う

画が

が
残の

こ

る

４
８
人に

ん

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
、
１
７
日に

ち

に
授じ

ゅ

賞し
ょ
う

式し
き

を
行

お
こ
な
っ
た
。
同ど

う

賞
し
ょ
う

は
例れ

い

年ね
ん

、
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

事じ

業
ぎ
ょ
う

を
通つ

う

じ
て
開か

い

発は
つ

途と

上じ
ょ
う

国こ
く

の
人じ

ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

や
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

し
た

個こ

人じ
ん

や
団だ

ん

体た
い

の
功こ

う

績せ
き

を
讃た

た

え

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うす
る
と
い
う
も
の
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
関か

ん

連れ
ん

の
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

に
は
元も

と

シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
浦う

ら

田た

晶ま
さ

寛ひ
ろ

さ
ん
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
大だ

い

学が
く

公こ
う

衆し
ゅ
う

衛え
い

生せ
い

学が
っ

校こ
う

客き
ゃ
く

員い
ん

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
イ
ト
ウ
・
ル

ー
シ
ー
・
サ
ユ
リ
さ
ん
、
南

み
な
み

大た
い

河が

州し
ゅ
う

帰き

国こ
く

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

同ど
う

窓そ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うを
勤つ

と

め
る
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
モ
ン
ダ

ド
リ
・
ヴ
ァ
ー
レ
さ
ん
が
選え

ら

ば
れ
た
。

　

今こ

年と
し

は
コ
ロ
ナ
禍か

の
た
め

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

は
ビ
デ
オ
通つ

う

話わ

ア
プ
リ
を
通と

お

し
、
限か

ぎ

ら
れ
た

人に
ん

数ず
う

で
１
７
日に

ち

に
行お

こ
な

わ
れ

た
。
そ
の
様よ

う

子す

は
ブ
ラ
ジ

リ
ア
国こ

く

費ひ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

同ど
う

窓そ
う

会か
い

（A
b
raex

、
フ
ァ
ビ
オ
・
タ

カ
シ
・
シ
バ
タ
・
ヤ
マ
ニ
シ
会か

い

長ち
ょ
う）
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
も
中

ち
ゅ
う

継け
い

さ
れ
た
。

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

の
一ひ

と

人り

、
元も

と

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
浦う

ら

田た

昌ま
さ

寛ひ
ろ

さ
ん
（
７
３
、

熊く
ま

本も
と

市し

）
は
２
０
０
３
年ね

ん

か

ら
２
０
１
８
年ね

ん

に
か
け
て
４

回か
い

の
合ご

う

計け
い

８
年ね

ん

間か
ん

派は

遣け
ん

さ
れ

た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

柿か
き

生せ
い

産さ
ん

者し
ゃ

協き
ょ
う

会か
い

（
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
、
ピ
ラ

ー
ル
・
ド
・
ス
ー
ル
市し

）
を

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
柿か

き

や
デ
コ
ポ
ン
な
ど

の
果か

樹じ
ゅ

栽さ
い

培ば
い

技ぎ

術じ
ゅ
つ

指し

導ど
う

に
あ

た
っ
て
き
た
。

海か
い

外が
い

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

の
２
人り

の
う
ち
イ
ト
ウ
・
ル
ー
シ
ー
・

サ
ユ
リ
さ
ん
（
５
７
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
在ざ

い

住じ
ゅ
う）
は
９
９
年ね

ん

か

ら
公こ

う

衆し
ゅ
う

衛え
い

生せ
い

分ぶ
ん

野や

の
専せ

ん

門も
ん

家か

と
し
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ペ
ル

ー
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
活か

つ

躍や
く

。

２
０
１
２
年ね

ん

か
ら
１
５
年ね

ん

に

は
「
保ほ

健け
ん

人じ
ん

材ざ
い

機き

関か
ん

教き
ょ
う

員い
ん

能の
う

力り
ょ
く

強き
ょ
う

化か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
」
の
チ
ー
フ
リ
ー

ダ
を
勤つ

と

め
、
日に

本ほ
ん

・
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
・
ブ
ラ
ジ
ル
の
三さ

ん

カ

国こ
く

の
調

ち
ょ
う

整せ
い

を
担に

な
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ン
ト
ニ

オ
・
モ
ン
ダ
ド
リ
・
ヴ
ァ
ー
レ

さ
ん
（
６
２
、
南

み
な
み

大た
い

河が

州し
ゅ
う）

は
１
９
８
７
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

で
行

お
こ
な

わ
れ
た
消

し
ょ
う

防ぼ
う

関か
ん

連れ
ん

研け
ん

修し
ゅ
うに
参さ

ん

加か

。
帰き

国こ
く

後ご

、
南

み
な
み

大た
い

河が

州
し
ゅ
う

の
帰き

国こ
く

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

同ど
う

窓そ
う

会か
い

の
会か

い

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

。
以い

後ご

約や
く

３
５
年ね

ん

に
わ
た
り
帰き

国こ
く

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

同ど
う

窓そ
う

会か
い

の
活か

っ

性せ
い

化か

と
組そ

織し
き

発は
っ

展て
ん

に

寄き

与よ

す
る
と
共と

も

に
、
日に

本ほ
ん

と

ブ
ラ
ジ
ル
の
懸か

け
橋は

し

と
し
て

貢こ
う

献け
ん

し
て
き
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横よ

こ

浜は
ま

・
海か

い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

資し

料り
ょ
う

館か
ん

が
主し

ゅ

催さ
い

す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
講こ

う

演え
ん

会か
い

「
い
ち

（
１
１
／
２
６
）
参さ

ん

加か

」
を
、

本ほ
ん

文ぶ
ん

に
氏し

名め
い

・
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
・
高こ

う

校こ
う

生せ
い

／
大だ

い

学が
く

（
院い

ん

）

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
民み

ん

謡よ
う

と
ジ
ャ
マ
イ

カ
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
レ
ゲ
エ
、

ダ
ブ
、
テ
ク
ノ
、
フ
ァ
ミ
コ
ン

の
ゲ
ー
ム
音お

ん

楽が
く

か
ら
生う

ま
れ

た
チ
ッ
プ
チ
ュ
ー
ン
を
融ゆ

う

合ご
う

さ

ＪＨオンライン

生せ
い

／
教

き
ょ
う

員い
ん

／
一い

っ

般ぱ
ん

な
ど
の
別べ

つ

を
明め

い

記き

す
る
こ
と
。

　

開か
い

催さ
い

日び

１
営え

い

業ぎ
ょ
う

日び

前ま
え

に
使し

　

ジ
ャ
パ
ン
ハ
ウ
ス
（
Ｊ
Ｈ
、

エ
リ
ッ
ク
・
ク
ル
ッ
グ
館か

ん

長ち
ょ
う）

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
多た

角か
く

的て
き

な

視し

点て
ん

か
ら
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
発は

っ

信し
ん

す
る
企き

画か
く

「
＃JH

SP
O
N

　

LIN
E

」
の
新し

ん

プ
ロ
グ
ラ
ム
を

発は
っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

文ぶ
ん

化か

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で

音お
ん

楽が
く

研け
ん

究き
ゅ
う

家か

で
あ
る
チ
コ
・

ダ
ブ
氏し

が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

音お
ん

楽が
く

家か

の

中な
か

で
も
特と

く

に
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
と
注

ち
ゅ
う

目も
く

し
た
３
人に

ん

を
招ま

ね

き
、
独ど

く

占せ
ん

を
通と

お

し
て
奏か

な

で

る
即そ

っ

興き
ょ
う

音お
ん

楽が
く

や
素そ

材ざ
い

や
遊ゆ

う

戯ぎ

的て
き

身み

振ぶ

り
で

視し

覚か
く

な
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
行

お
こ
な

う
。

　

１
２
月が

つ

３

日か

２
０
時じ

は
キ

キ
・
ヒ
ト
ミ
氏し

を
紹

し
ょ
う

介か
い

。
日に

本ほ
ん

用よ
う

す
る
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
の
ア
ド
レ
ス

を
送そ

う

付ふ

す
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
協き

ょ
う

力り
ょ
く

隊た
い

員い
ん

ら
体た

い

験け
ん

語か
た

る

講こ
う

演え
ん

会か
い

「
住す

ん
で
み
た
ブ
ラ
ジ
ル
」

横
よこ

浜
はま



世
界
中
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
ギ
ア
送
る

　

Ａ
ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｅ
ｌ
の
パ
ウ

ロ
・
ソ
ル
ム
ッ
シ
会
長
に
よ

る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は

全
国
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
業
者

が
登
録
可
能
で
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
を
明
示
し
、
マ
ッ
チ

ン
グ
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

い
う
。
消
費
者
は
店
舗
あ
る

い
は
料
理
を
検
索
し
た
り
、

サ
イ
ト
を
通
じ
て
選
択
し
た

り
す
る
と
、
宅
配
オ
プ
シ
ョ

ン
と
そ
の
料
金
が
示
さ
れ
、

希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

で
き
る
。

　

販
売
と
配
達
、
事
前
に
レ

ス
ト
ラ
ン
と
の
間
で
取
り
決

め
た
宅
配
料
金
の
請
求
は
、

　

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
（
Ｖ
Ｗ
）
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
コ
ル
ド
バ
に
保
有
す
る
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
工
場
の
成

果
を
受
け
、
同
社
だ
け
で
な
く
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
政
府
内
も
喜
び
に
沸
い
て
い
る
。
同
国
の
よ
う
な
外
貨
準
備
高
が

極
め
て
わ
ず
か
な
国
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ル
ド
バ
工
場
が
、
こ
の
ほ
ど
欧
州
と
南
ア
と
大
規
模
な
契
約
を
締
結
し
、

輸
出
企
業
と
し
て
の
使
命
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
だ
と
言
え
る
。

ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
を
４
０
万
セ
ッ
ト

加
す
る
様
々
な
業
界
の
企
業

ら
は
、
宅
配
市
場
で
支
配
的

な
立
場
に
あ
る
宅
配
ア
プ
リ

が
、
販
売
価
格
の
１
５
％
か

ら
２
０
％
と
い
う
、
非
常
に

高
額
な
手
数
料
を
課
徴
し
て

い
る
と
受
け
止
め
て
お
り
、

そ
の
状
況
に
対
抗
す
る
の
を

目
的
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

注
文
の
窓
口
を
こ
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
に
一
本
化
す
る
の

も
狙
い
だ
。
例
え
ば
、
レ

ス
ト
ラ
ン
の
場
合
、
こ
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
一
本
化
す

る
こ
と
で
注
文
処
理
を
ま
と

め
、
全
体
の
流
れ
を
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
。

　

大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
や
小
売
企

業
と
の
提
携
を
通
じ
、
バ
ー

ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
っ

た
企
業
が
、
デ
リ
バ
リ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
の
リ
リ
ー
ス
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
・
バ
ー
及
び
レ
ス

ト
ラ
ン
協
会
（
Ａ
ｂ
ｒ
ａ
ｓ

ｅ
ｌ
）
と
小
売
大
手
の
マ
ガ

ジ
ン
・
ル
イ
ー
ザ
、
Ｉ
Ｔ
業

界
の
グ
ー
グ
ル
と
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、ラ
ッ
ピ
が
参
加
し
、

「
オ
ー
プ
ン
・
デ
リ
バ
リ
ー
」

と
名
付
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

宅
配
ア
プ
リ
へ
の
対
抗
馬
と
な
る
か

ン
工
場
に
対
す
る
追
い
風
に

な
っ
た
。

　

現
在
、
こ
の
コ
ル
ド
バ
工

場
は
製
品
を
全
量
輸
出
し
て

い
る
。
ド
イ
ツ
や
ス
ペ
イ

ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ

と
い
っ
た
欧
州
市
場
以
外
に

も
、
メ
キ
シ
コ
と
イ
ン
ド
に

も
輸
出
し
て
い
る
。

パ
ウ
ロ
・
ソ
ル
ム
ッ
シ
会
長

パ
ブ
ロ
・
デ
ィ
シ
氏

外
貨
準
備
高
減
る
同
国
に
は
朗
報

　

ア
マ
ゾ
ン
が
２
０
２
０
年

１
１
月
に
入
っ
て
、
新
た
に

３
カ
所
の
物
流
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
国
内
で
展
開
す
る

物
流
セ
ン
タ
ー
を
、
こ
れ
ま

で
の
５
カ
所
か
ら
８
カ
所
に

引
き
上
げ
た
。
マ
ガ
ジ
ン
・

ル
イ
ー
ザ
や
ヴ
ィ
ア
・
ヴ
ァ

レ
ー
ジ
ョ
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
の
大
手
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
間
で
の
競
争
が
さ
ら

に
激
化
す
る
と
み
ら
れ
る
。

同
社
は
ま
た
、
過
去
２
年
で

　

こ
の
売
買
交
渉
は
Ｖ
Ｗ
グ

ル
ー
プ
内
で
締
結
し
た
も
の

で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
工
場

は
今
後
４
年
で
ギ
ア
ボ
ッ
ク

ス
を
４
０
万
セ
ッ
ト
輸
出
す

る
。
こ
の
数
量
は
、
コ
ル
ド

バ
工
場
が
２
０
２
０
年
に
見

込
む
生
産
量
の
全
量
に
相
当

す
る
規
模
だ
。パ
ブ
ロ
・
デ
ィ

シ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
担
当

社
長
に
よ
る
と
、
こ
の
契
約

だ
け
で
３
億
ド
ル
規
模
で

あ
り
、「
非
常
に
喜
ば
し
い

食品「
オ
ー
プ
ン
・
デ
リ
バ
リ
ー
」
発
足
へ 登

録
台
数
が
前
年
比
約
１
５
％
減

１
５
・
１
％
減
の
２
１
万
５ 

千
台
を
記
録
し
た
と
発
表
し

た
。乗
用
車
と
小
型
商
用
車
、

ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
を
含
め
た

数
字
と
な
る
。

　

落
ち
込
み
は
し
た
も
の

の
、
営
業
日
１
日
当
た
り
の

新
車
登
録
台
数
は
、
８
月
の

８
７
０
０
台
か
ら
９
月
の

９
９
０
０
台
、
１
０
月
の

１
万
２
０
０
台
と
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
、
メ
ー

カ
ー
と
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
在
庫

営
業
日
１
日
あ
た
り
で
は
増
加

アルゼンチンが輸出を拡大フォルクス
ワ ー ゲ ン

（３） ２０２０（令和二）年第５６１５号  １１月 １８日 （水曜日）

は
な
く
、
同
社
の
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
を
促
進
す
る
上
で
こ

れ
ら
の
顧
客
の
習
慣
を
よ
り

深
く
把
握
す
る
の
が
目
的
で

あ
る
。
同
社
は
、
新
し
い
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
よ
っ
て
、

現
状
で
は
支
配
的
地
位
に
あ

る
ア
プ
リ
が
請
求
す
る
配
達

手
数
料
も
値
下
が
り
す
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。

　
　
　
　
（
１
２
日
付
掲
載
）

　

外
貨
準
備
高
が
減
少
し
続

け
て
い
る
同
国
に
あ
っ
て
、

こ
う
し
た
輸
出
企
業
は
歓
迎

す
べ
き
存
在
だ
。
外
債
の
償

還
と
、
ド
ル
高
ペ
ソ
安
に
対

す
る
中
銀
の
介
入
で
、
外
貨

準
備
高
が
切
り
崩
さ
れ
て
い

る
中
、
現
金
等
価
物
を
含
め

た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
外
貨
準

備
高
の
総
額
は
４
０
０
億
ド

ル
を
超
え
て
い
る
が
、
純
額

は
５
０
億
ド
ル
を
下
回
る
と

し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
緊
急

所
得
支
援
の
実
施
と
い
っ
た

対
策
を
講
じ
た
こ
と
で
、
雇

用
を
維
持
し
、
経
済
活
動
を

支
え
る
効
果
を
発
揮
し
た
と

指
摘
し
た
。

　

そ
れ
で
も
な
お
、
一
部
の

業
界
で
は
、
Ｖ
字
を
含
む
経

済
活
動
の
回
復
に
向
か
っ
て

は
い
る
が
、
こ
れ
を
持
続
さ

せ
ら
れ
る
の
は
、
財
政
赤
字

を
抑
制
し
て
、
行
政
改
革
と

税
制
改
革
を
実
施
し
た
場
合

は
、
９
月
の
営
業
日
２
０
日

分
か
ら
、
１
０
月
は
営
業
日

１
８
日
分
に
減
少
し
た
。
一

部
の
車
種
が
現
時
点
で
品
薄

に
な
っ
て
い
る
問
題
に
関
し

て
、
Ａ
ｎ
ｆ
ａ
ｖ
ｅ
ａ
の
ル

イ
ス
・
カ
ル
ロ
ス
・
モ
ラ
エ

ス
会
長
は
、
需
要
に
対
応
す

る
た
め
に
一
部
の
メ
ー
カ
ー

は
残
業
体
制
で
操
業
し
て
い

る
と
強
調
し
た
。

　

１
―
１
０
月
期
で
見
る

と
、
新
車
登
録
台
数
は
前

年
同
期
比
３
０
・
４
％
減
の

１
５
８
万
台
。
１
０
月
の
結

果
は
前
年
同
期
を
下
回
り
は

し
て
い
る
が
、
自
動
車
業
界

が
継
続
的
に
操
業
を
加
速
さ

せ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の

だ
と
し
て
い
る
。
１
０
月
の

２
０
年
は
７
〜
１
０
％
成
長

中
長
期
的
な
見
通
し
は
不
明

ワールプール

は
６
日
、
１
０
月
の
新
車

登
録
台
数
が
前
年
同
月
比

　

国
内
自
動
車
製
造
会
社

協
会
（
Ａ
ｎ
ｆ
ａ
ｖ
ｅ
ａ
）

販
売
品
目
を
倍
増
さ
せ
て
い

る
。

　

新
た
に
開
設
し
た
物
流
セ

ン
タ
ー
の
場
所
は
、
ミ
ナ

ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
ベ
チ
ン

と
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
・
ド
・

ス
ル
州
ノ
ー
ヴ
ァ
・
サ
ン
タ

リ
ッ
タ
、
連
邦
区
の
衛
星
都

市
サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
３
カ
所

だ
。
こ
の
三
つ
の
物
流
セ

ン
タ
ー
を
合
わ
せ
る
と
、
敷

地
面
積
は
サ
ッ
カ
ー
場
１
０

枚
分
に
相
当
す
る
と
し
て
い

エ
ク
イ
ノ
ー
ル
が
新
た
な
契
約

掘
削
な
ど
で
Ｂ
ヒ
ュ
ー
ズ
ら
３
社
と

ＢＲＦが３Ｑに減益
前四半期比で２６％減

　

コ
ス
ト
の
上
昇
と
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
禁
輸
措
置
に

伴
う
国
外
事
業
の
収
益
性
が

悪
化
し
た
こ
と
で
、
国
内
事

業
の
先
行
き
に
も
不
透
明
感

が
高
ま
っ
た
こ
と
が
事
業
の

足
を
引
っ
張
り
、
Ｂ
Ｒ
Ｆ
は

２
０
２
０
年
第
３
四
半
期
に

減
益
と
な
っ
た
。

　

同
社
の
当
期
純
利
益
は
、

前
年
同
期
比
２
６
・
３
％
減

の
２
億
１
６
８
０
万
レ
ア

ル
。
利
払
い
前
・
税
引
き
前
・

減
価
償
却
前
利
益
（
Ｅ
Ｂ
Ｉ

Ｔ
Ｄ
Ａ
）
は
同
１
５
・
３
％

増
の
１
３
億
レ
ア
ル
だ
っ

た
。
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
マ
ー

ジ
ン
は
１
３
・
５
％
か
ら

１
３
・２
％
に
低
下
し
た
。

　

全
体
と
し
て
み
る
と
、
Ｂ

Ｒ
Ｆ
は
国
内
市
場
の
過
熱
と

ド
ル
高
を
反
映
し
て
、
レ
ア

ル
建
て
で
当
期
の
収
入
を
拡

大
さ
せ
て
お
り
、
純
収
入
は

前
年
同
期
比
１
７
・
５
％
増

の
１
０
０
億
レ
ア
ル
を
計
上

し
た
。

　

主
力
市
場
の
ブ
ラ
ジ
ル
国

内
の
業
績
は
国
外
と
比
較
し

て
販
売
量
も
増
加
す
る
な

ど
良
好
。
国
内
で
は
７
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
、
前
年

同
期
比
３
・
３
％
増
と
な
る

５
７
万
８
千
ト
ン
を
販
売

し
た
。
こ
れ
に
伴
う
売
上
は

５
３
億
レ
ア
ル
で
、
前
年
同

期
比
２
１
％
増
と
、
大
き
な

伸
び
を
記
録
し
た
。

　

租
税
に
関
連
し
た
経
常

外
の
収
入
を
除
く
と
、
調

整
後
の
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
は
、

前
年
同
期
比
５
３
・
３
％
増

の
８
２
億
９
千
万
レ
ア
ル

と
な
っ
た
。
こ
の
場
合
の

マ
ー
ジ
ン
は
、
前
年
同
期

の
１
２
・
３
％
か
ら
当
期
は

１
５
・
７
％
へ
と
、
３
・
３
％

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

　
　
　
　
（
１
０
日
付
掲
載
）

１
０
月
の
セ
メ
ン
ト

販
売
が
１
４
％
増
加

専
門
家
は
推
算
し
て
い
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
・
ト
ラ
ン
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
主
に
コ
ス
ト

の
面
か
ら
新
興
国
で
採
用
さ

れ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
の
よ

う
な
一
部
の
国
で
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
が
そ
こ
に
価
値
を
見

出
し
て
い
る
、
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
的
要
素
が
よ
り
強
い
車

種
で
需
要
が
存
在
す
る
。

　

Ｖ
Ｗ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ー
ナ
に

よ
る
と
、
今
回
の
新
し
い
契

約
は
、
Ｖ
Ｗ
以
外
に
も
ア
ウ

デ
ィ
と
セ
ア
ト
へ
の
供
給
を

含
む
も
の
で
、
２
０
２
１
年

下
半
期
（
７
―
１
２
月
期
）

に
製
造
を
開
始
す
る
。
製
造

開
始
時
ま
で
に
工
場
の
製
造

ラ
イ
ン
の
対
応
と
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
進
め

る
。

　

コ
ル
ド
バ
工
場
は
、
２
０ 

１
９
年
の
時
点
で
従
業
員
数

１
３
０
０
人
。
Ｖ
Ｗ
で
は
、

総
額
８
億
ド
ル
の
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
へ
の
投
資
計
画
の
う

ち
、
１
億
５
千
万
ド
ル
を
こ

の
工
場
に
割
り
当
て
る
。
同

社
は
外
に
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
大
都
市
圏
の
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
・
パ
シ
ェ
コ
に
工
場
を
保

有
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
工

場
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
ト

ラ
ッ
ク
の
「
ア
マ
ロ
ッ
ク
」

を
製
造
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
６
日
付
掲
載
）

長
期
的
な
見
通
し
は
不
透
明

だ
と
い
う
。「
２
０
２
１
年

は
未
知
数
。
公
会
計
の
赤
字

に
関
連
し
て
、
様
々
な
疑
問

が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
」
と

い
う
。

　

ブ
レ
ガ
社
長
に
よ
る
と
、

メ
キ
シ
コ
な
ど
他
の
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
諸
国
と
比
較
し
た

場
合
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
労
働
時

間
の
短
縮
や
雇
用
計
画
の
一

時
的
な
停
止
の
よ
う
に
、
雇

用
制
度
面
で
柔
軟
な
対
応
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
受
け
た
緊

急
所
得
支
援
の
投
入
や
家
計

貯
蓄
の
増
加
と
い
っ
た
追
い

風
を
受
け
て
、
ワ
ー
ル
プ
ー

ル
は
２
０
２
０
年
に
、
国
内

事
業
が
１
桁
、
７
％
を
上
回

る
が
１
０
％
に
満
た
な
い
範

囲
で
成
長
す
る
と
予
想
し
て

い
る
。
同
社
の
ジ
ョ
ア
ン
・

カ
ル
ロ
ス
・
ブ
レ
ガ
・
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
担
当
社
長
が
明

ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
、
中

消
費
者
が
選
択
し
た
宅
配

サ
ー
ビ
ス
会
社
が
行
う
。
顧

客
は
カ
ー
ド
か
現
金
、
中
銀

が
新
た
に
立
ち
上
げ
る
イ
ン

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
資
本
の
石
油

元
売
り
の
エ
ク
イ
ノ
ー
ル

が
、
ベ
ー
カ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ズ

と
ハ
リ
バ
ー
ト
ン
、
シ
ュ
ラ

ン
バ
ー
ガ
ー
の
３
社
と
、
総

額
４
億
５
５
０
０
万
ド
ル
規

模
の
契
約
を
締
結
し
た
。
サ

ン
パ
ウ
ロ
州
沖
サ
ン
ト
ス
堆

積
盆
地
の
バ
カ
リ
ャ
ウ
油
田

の
掘
削
、
及
び
油
井
に
関
連

し
た
サ
ー
ビ
ス
が
目
的
だ
。

　

契
約
内
容
は
、ベ
ー
カ
ー
・

ヒ
ュ
ー
ズ
と
は
掘
削
及
び
そ

れ
に
付
随
す
る
サ
ー
ビ
ス
、

ハ
リ
バ
ー
ト
ン
と
は
割
り
込

み
及
び
ケ
ー
シ
ン
グ
・
ハ
ン

ガ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ュ
ラ

ン
バ
ー
ガ
ー
と
は
油
井
の

地
質
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
・

製
造
台
数
は
２
３
万
６
４
０ 

０
台
で
、
前
年
同
月
比
１
８ 

・
０
％
減
だ
が
、
前
月
比
で

は
７
・４
％
増
を
記
録
し
た
。

　

そ
の
上
で
モ
ラ
エ
ス
会
長

は
、
２
０
２
０
年
の
年
明
け

以
降
だ
け
で
４
０
％
も
値
上

が
り
し
て
い
る
鋼
材
な
ど
、

コ
ス
ト
圧
力
に
業
界
が
さ
ら

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

メ
ー
カ
ー
各
社
は
、
鉄
鉱
石

相
場
を
中
心
に
コ
ス
ト
が
上

昇
し
て
い
る
と
主
張
す
る
鉄

鋼
各
社
と
厳
し
い
交
渉
に
直

面
し
て
い
る
と
い
う
。

　

１
―
１
０
月
の
製
造
台
数

は
１
５
６
万
台
で
、
前
年
同

期
比
３
８
・
５
％
減
だ
っ
た
。

最
新
の
予
測
に
よ
る
と
、
Ａ

ｎ
ｆ
ａ
ｖ
ｅ
ａ
は
２
０
２
０

ア
マ
ゾ
ン
が
物
流
セ
ン
タ
ー
設
置

１
１
月
に
全
国
で
３
カ
所

に
限
ら
れ
る
、
と
い
う
考
え

も
示
し
た
。
そ
の
上
で
、「
税

金
を
支
払
う
た
め
だ
け
に
、

企
業
が
１
万
８
千
時
間
を
費

や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
状
況
と
は
両
立
し
な

い
。
こ
う
し
た
努
力
が
富
を

生
み
出
す
た
め
に
必
要
な
も

の
だ
と
は
理
解
で
き
な
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
富
を
生
み
出
し
、

公
会
計
の
リ
バ
ラ
ン
ス
を
確

保
す
る
」
と
い
う
観
点
で
、

「
富
を
生
み
出
す
主
体
を
個

人
に
置
き
換
え
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
雇
用
を
創

出
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
、

ブ
レ
ガ
社
長
は
強
調
し
た
。

　
　
　
　
　
（
５
日
付
掲
載
）

る
。
２
７
日
の
ブ
ラ
ッ
ク
フ

ラ
イ
デ
ー
商
戦
の
数
日
前
、

と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
営

業
開
始
と
な
る
。
ま
た
、
同

社
に
と
っ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
国

内
の
物
流
事
業
の
拡
張
と
し

て
は
過
去
最
大
規
模
の
も
の

と
な
る
。
な
お
、
投
資
額
は

非
公
表
だ
。

　

ア
マ
ゾ
ン
は
２
０
１
９
年

以
降
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
カ

ジ
ャ
マ
ー
ル
に
４
カ
所
、
ペ

ル
ナ
ン
ブ
ッ
コ
州
カ
ー
ボ
・

デ
・
サ
ン
ト
・
ア
ゴ
ス
チ
ー

ニ
ョ
に
１
カ
所
の
合
計
５
カ

所
の
物
流
セ
ン
タ
ー
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。
今
回
の
３
カ

所
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
立
ち

上
げ
に
伴
い
、
ブ
ラ
ジ
ル
南

部
と
中
西
部
の
顧
客
に
は
新

し
い
物
流
セ
ン
タ
ー
で
対
応

す
る
。

　

さ
ら
に
、
ア
マ
ゾ
ン
・
プ

ラ
イ
ム
の
加
入
者
で
、
注
文

確
定
か
ら
４
８
時
間
で
商

品
が
届
く
エ
リ
ア
は
、
従
来

の
４
０
０
市
か
ら
５
０
０
市

に
拡
大
す
る
。
こ
れ
は
、
国

内
全
市
の
１
０
％
に
相
当
す

る
。２
０
１
９
年
１
月
以
降
、

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

こ
の
３
件
の
契
約
に
お
け

る
国
産
回
避
率
は
、
７
４
％

と
試
算
し
て
い
る
。
４
年

契
約
で
２
回
の
更
新
も
可
能

だ
。

　

バ
カ
リ
ャ
ウ
油
田
は
、
Ｂ

Ｍ
―
Ｓ
―
８
鉱
区
で
カ
ル
カ

ラ
ー
油
田
が
発
見
さ
れ
た
の

を
機
に
、
炭
化
水
素
資
源
が

商
業
規
模
で
埋
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の

エ
リ
ア
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は

利
権
の
４
０
％
を
保
有
す
る

エ
ク
イ
ノ
ー
ル
で
、
ほ
か
に

は
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
と
ペ

ト
ロ
ガ
ル
・
ブ
ラ
ジ
ル
が
、

そ
れ
ぞ
れ
４
０
％
と
２
０
％

で
出
資
し
て
い
る
。
岩
塩
層

　

コ
テ
ィ
が
、
２
０
２
０
年

第
３
四
半
期（
７
―
９
月
期
）

に
、
前
年
同
期
比
２
億
６
０ 

万
ド
ル
の
利
益
を
計
上
し

た
。
税
制
優
遇
措
置
の
恩

恵
を
受
け
、
前
年
同
期
の

５
２
３
０
万
ド
ル
か
ら
大
幅

な
増
益
と
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
（
Ｎ
ｙ

ｓ
ｅ
）
の
同
社
株
は
、
６
日

に
２
２
・
１
６
％
値
上
が
り

し
て
４
・
０
８
ド
ル
で
取
引

を
終
え
た
。
１
株
当
た
り
の

利
益
は
０
・２
４
ド
ル
だ
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
関
し

て
は
、「
ブ
ラ
ジ
ル
は
成
長

に
復
帰
し
た
」と
し
て
お
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
販
売
回
復
が
米

州
大
陸
全
体
の
業
績
に
貢
献

し
た
と
し
て
い
る
。
米
州
大

陸
と
し
て
見
る
と
、
第
３
四

半
期
の
売
上
は
、
前
年
同
期

比
４
・
５
％
減
で
、
前
期
の

５
１
・
５
％
減
か
ら
大
き
く

回
復
し
た
。（
９
日
付
掲
載
）

ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
採
用
す
る

車
両
が
増
加
し
て
き
た
。
こ

れ
に
伴
っ
て
先
進
国
の
工
場

で
は
、
大
規
模
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
・
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
製
造
す
る
事
が
な
く
な
っ

た
。
そ
れ
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

下
石
油
利
権
管
理
公
社
プ
レ

サ
ル
・
ペ
ト
ロ
レ
オ
（
Ｐ
Ｐ

Ｓ
Ａ
）
は
生
産
物
分
与
（
Ｐ

Ｓ
）
契
約
に
よ
り
、
連
邦
政

府
の
権
利
を
代
表
し
て
い

る
。　
　
（
１
０
日
付
掲
載
）

年
の
製
造
台
数
が
最
終
的
に

前
年
を
３
５
％
下
回
る
と
予

想
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
輸
出
に
目
を
転
じ

る
と
、
依
然
と
し
て
台
数

は
低
迷
し
て
い
る
も
の
の
、

改
善
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
。

１
０
月
の
場
合
、
前
年
同

月
比
１
６
・
４
％
減
と
な
る

３
万
４
８
０
０
台
を
輸
出
し

た
。
１
―
１
０
月
月
で
は
、

前
年
同
期
比
３
４
・
２
％
減

と
な
る
２
４
万
１
９
０
０
台

だ
っ
た
。
こ
の
１
０
カ
月
間

の
輸
出
台
数
は
２
０
０
２
年

以
降
で
最
低
だ
と
い
う
。
金

額
ベ
ー
ス
で
は
１
―
１
０
月

に
前
年
同
期
比
２
８
・
４
％

減
の
４
２
億
ド
ル
を
輸
出
し

た
。　
　
　
（
６
日
付
掲
載
）

自動車

ニ
ュ
ー
ス
だ
」
と
い

う
。

　

こ
の
工
場
は
、
お

よ
そ
２
０
年
に
わ

た
っ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
・

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
製
造
に
専
念
し

て
き
た
。
自
動
車
業

界
の
技
術
革
新
に

伴
っ
て
、
オ
ー
ト
マ

テ
ィ
ッ
ク
・
ト
ラ
ン

　

２
０
２
０
年
１
０
月
の

セ
メ
ン
ト
販
売
量
が
、
前

年
同
月
比
１
４
・
８
％
増

の
６
０
０
万
ト
ン
を
記
録

し
た
。
こ
の
結
果
、
１
月

か
ら
１
０
月
で
は
、
前
年

同
期
比
１
０
・
３
％
増
の

５
０
５
０
万
ト
ン
に
達
し

た
。
全
国
セ
メ
ン
ト
工
業
組

合
（
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
が
９
日
、

ス
タ
ン
ト
決
済

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
Ｐ
ｉ
ｘ
を

通
じ
て
料
金
を

支
払
う
。

　

ま
た
、
マ
ガ

ジ
ン
・
ル
イ
ー

ザ
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し

て
い
る
の
は
、

デ
リ
バ
リ
ー
か

ら
直
接
的
に
利

益
を
得
る
の
で

取
り
扱
い
商
品
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
１
５
か
ら
３
５
に
倍

増
し
て
お
り
、
取
り
扱
い
品

目
も
約
３
千
万
点
へ
５
０
％

引
き
上
げ
た
。

　
　
　
　
　
（
９
日
付
掲
載
）

発
表
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
今
回
の
発
表

で
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と

不
動
産
の
新
築
物
件
の
販
売

が
堅
調
な
こ
と
が
セ
メ
ン
ト

需
要
を
押
し
上
げ
て
い
る
、

と
説
明
し
た
。
他
方
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
を
受
け
て
、
連
邦
政

府
が
実
施
し
た
緊
急
所
得
支

援
が
削
減
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
今
後
の
セ
メ
ン
ト
販
売

に
と
っ
て
は
逆
風
に
な
る
と

い
う
見
方
も
示
し
た
。

　

営
業
日
１
日
当
た
り
で
見

る
と
、１
０
月
の
販
売
量
は
、

前
年
同
月
比
１
９
・
４
％
増

の
２
５
万
３
４
０
０
ト
ン
。

前
月
比
で
も
０
・
１
％
増
と
、

若
干
な
が
ら
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
１
２
カ
月
間

の
累
積
は
５
９
２
９
万
７
千

ト
ン
だ
。

　
　
　
　
　
（
１
０
日
掲
載
）

コ
テ
ィ
が
ブ
ラ
ジ

ル
で
売
上
回
復



サ
ン
パ
ウ
ロ　

梅
崎
嘉
明

百
歳
を
め
ど
に
励
め
ど
あ
と
三
年

                             
ば
か
り
難
し
も
宙
ゆ
く
思
い

さ
ま
ざ
ま
の
喜
怒
を
重
ね
て
九
十
余
年

                                      
過
ぎ
て
思
え
ば
一つ
幻

体
調
に
支
障
な
け
れ
ど
読
み
し
も
の

                              

す
ぐ
に
忘
る
る
あ
わ
れ
老
残

い
ま
は
亡
き
妻
と
わ
が
歌
碑
に
た
た
す
み
し

                        

日
も
は
る
か
な
り
夢
に
顕
ち
つ
つ

い
か
る
か
に
わ
が
歌
碑
等
て
十
八
年

                        

訪
う
こ
と
も
な
く
吾
は
老
い
つ
つ

【
注
】
万
葉
の
里
、
斑
鳩
（
い
か
る
が
）
を
故

郷
と
す
る
梅
崎
嘉
明
大
人
あ
と
三
年
で
百
歳

を
め
ど
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
。
氏
の
歌
碑
建
立

後
十
八
年
亡
き
妻
と
佇
ん
だ
夢
に
顕
ち
く
る
と

詠
ん
で
お
ら
れ
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

相
部
聖
花

文
芸
欄
紙
面
満
た
し
て
豊
な
俳
句
・
川
柳
コ
ロ
ニ

ア
の
歌

週
一
度
娘
の
届
け
く
る
る
食
材
に

                              

孫
の
作
り
し
ボ
ー
ロ
加
わ
る

シ
ロ
ホ
ン
（
木
琴
）
で
校
歌
奏
で
つ
つ
詠
う
な
り

                                 

七
十
五
年
の
記
憶
確
か
に

若
き
日
の
道
場
生
活
懐
か
し
み

                        

聖
歌
を
歌
う
シ
ロ
ホ
ン
打
ち
つ
つ

ア
ル
フ
ァ
セ
の
花
咲
き
実
り
し
種
を
播
き

                                     

発
芽
認
め
し
朝
の
喜
び

「
評
」
自
粛
に
よ
っ
て
寄
り
合
い
が
少
な
く
な
り

紙
上
の
文
芸
欄
が
賑
や
か
に
な
っ
て
来
た
。
ペ

ン
の
表
現
を
持
つ
人
は
楽
し
み
で
あ
り
救
わ
れ

る
。
庭
を
い
じ
り
話
し
か
け
る
人
も
、
そ
し
て

楽
器
を
奏
す
る
の
は
更
に
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

相
部
聖
花

九
十
歳
超
え
し
師
よ
り
の
便
り
絶
え

                          

幽
現
超
ゆ
る
懐
か
し
さ
の
増
す

枯
れ
ゆ
く
か
と
思
わ
れ
し
い
ち
ょ
う
の
裸
木
に

                                 

緑
の
芽
吹
く
生
け
る
印
の

雨
風
に
倒
れ
し
朝
顔
何
事
も

                       

な
き
か
の
顔
し
て
今
朝
の
花
開
く

さ
わ
や
か
に
今
日
の
花
咲
く
あ
さ
が
お
に

                                     

新
き
日
の
活
力
も
ら
う

水
芭
蕉
（
み
ず
ば
し
ょ
う
）
白
き
気
高
き
花
咲
け
り

     

リ
リ
オ
・
ダ
・
パ
ス
（
平
和
の
百
合
）
と
の

                                            

名
に
ふ
さ
わ
し
く

「
評
」
世
界
を
か
け
て
の
彼
の
戦
の
世
代
を
共

に
生
き
し
思
い
出
せ
ば
懐
か
し
い
人
達
の
中
で

も
特
に
師
と
仰
い
だ
人
は
幽
と
現
を
超
え
て
自

然
の
移
り
変
わ
り
そ
し
て
活
力
と
し
て
頂
き
な

が
ら
私
共
女
性
に
も
気
高
い
花
を
示
し
て
く
れ

る
と
歌
っ
て
い
る
聖
花
氏
の
心
に
沁
み
る
作
品

群
で
あ
る
。

グ
ワ
ル
ー
リ
ョ
ス　

長
井
エ
ミ
子

こ
と
ご
と
く
イ
ペ
ー
は
花
弁
を
振
り
払
い

                          

コ
ロ
ナ 

の
春
の
今
過
ぎ
む
と
す

足
腰
の
日
々
の
弱
り
く
る
こ
の
老
い
を

     

ア
モ
ー
ラ
摘
み
に
連
れ
出
す
吾
娘
（
わ
こ
）
は

炎
天
下
山
家
の
森
の
し
ず
ま
り
て

                    

ア
モ
ー
ラ
の
実
の
た
だ
熟
れ
ゆ
か
む （613）

上
妻
博
彦 

選
巻
尺
を
延
せ
し
ご
と
き
飛
行
機
雲

                       

巣
ご
も
り
の
ひ
と
日
又
も
始
む
る

時
々
は
迷
子
の
凧
も
訪
れ
る

                       

小
木
繋
が
り
て
小
鳥
の
か
し
ま
し

「
評
」
一
切
合
切
を
先
送
り
す
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス 

。
こ
ん
な
時
、
痒
い
所
に
手
の
届
く
吾
娘
よ

り
先
に
も
う
居
な
い
写
し
絵
の
妻
は
笑
み
な
が

ら
見
て
い
る
の
み
。
又
新
し
い
巣
ご
も
り
が
は
じ

ま
り
か
ね
な
い
。
第
二
波
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
も
警
戒
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
が
、
来

年
三
月
が
亡
妻
が
逝
っ
て
四
年
の
忌
を
迎
へ
る
。

せ
め
て
幸
い
と
し
た
い
。
◎
（
金
婚
を
共
に
訪

日
ダ
イ
ヤ
婚
は
子
ら
祝
い
た
り
六
十
一
巡
）

グ
ワ
ル
ー
リ
ョ
ス　

長
井
エ
ミ
子

家
族
と
の
確
執
深
き
楯
と
せ
し

                              

忘
れ
が
た
な
き
祖
母
の
面
影

お
互
い
に
古
り
し
か
ん
ば
せ
寄
せ
合
い
て

        

開
（
あ
）
け
た
ば
か
り
の
サ
ボ
テ
ン
を
仰
ぐ

コ
ス
モ
ス
や
同
船
者
会
を
最
後
と
し

                       

巣
ご
も
り
の
日
び
大
河
の
ご
と
し

村
道
は
火
の
色
し
た
る
サ
ン
ジ
ョ
ン
の

                              

花
に
埋
も
れ
冬
ゆ
か
む
か
な

夕
焼
け
も
消
え
て
し
も
う
た
ミ
ソ
汁
に

                      
ネ
ギ
放
り
込
み
今
日
も
暮
れ
ゆ
く

「
評
」
楯
と
な
っ
て
く
れ
た
祖
母
を
思
っ
た
り
し

つ
つ
、
ひ
ら
い
た
ば
か
り
の
サ
ボ
テ
ン
の
花
を

仰
ぎ
な
が
ら
も
、
同
船
者
会
を
最
後
と
大
河

の
ご
と
き
自
粛
生
活
に
入
る
村
道
は
火
の
色
の

様
な
冬
は
暮
れ
行
く
。
二
人
の
ミ
ソ
汁
に
ネ
ギ

を
放
り
込
ん
で
、
こ
れ
で
巣
ご
も
り
の
夕
食
も

お
し
ま
い
。
ひ
そ
か
な
作
品
な
が
ら
線
の
太
い

言
葉
が
恵
み
を
添
え
て
い
る
。

ピ
ラ
シ
カ
ー
バ　

鈴
木
八
重
子

美
し
い
秋
空
の
も
と
家
こ
も
る

                        

新
型
ウ
イ
ル
ス
う
つ
ら
ぬ
よ
う
に

無
念
な
り
秋
晴
の
も
と
家
に
こ
も
り

                             

古
雑
誌
な
ど
読
み
返
し
お
り

た
ま
に
し
か
車
の
行
か
ぬ
十
字
路
を

                           

悲
し
く
眺
め
る
コ
ロ
ナ
禍
の
街

ふ
り
か
け
を
作
れ
り
麦
芽
を
も
と
に
し
て

                           

い
ろ
い
ろ
混
ぜ
て
栄
養
豊
か
に

娘
が
く
れ
し
ら
っ
き
ょ
う
朝
の
お
茶
漬
け
に

                            

コ
ロ
ナ
禍
忍
耐
の
一
日
始
ま
る

「
評
」い
よ
い
よ
の
秋
空
こ
れ
を
あ
お
ぎ
な
が
ら
、

一
日
中
家
に
こ
も
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
無
念

さ
。
こ
の
時
と
ば
か
り
古
雑
誌
を
腰
を
据
え
て

読
む
に
は
も
っ
て
こ
い
の
時
で
は
あ
る
が
、
一
千

歩
、
二
千
歩
で
も
歩
か
れ
る
よ
う
に
。
ふ
り
か

け
も
良
し
、
ら
っ
き
ょ
う
も
よ
し
、
娘
が
来
て

く
れ
る
と
楽
し
く
な
る
。
お
茶
漬
け
を
食
べ
る

情
景
が
彷
彿
と
す
る
作
品
で
あ
る
。

サ
ン
ジ
ョ
ゼ
ー
ド
ス
カ
ン
ポ
ス　

藤
島
一
雄

お
だ
や
か
な
自
然
の
中
に
身
を
お
き
て

                           

四
季
の
移
ろ
い
感
じ
て
生
き
る

早
朝
の
小
鳥
の
さ
え
ず
り
に
ぎ
わ
し
き

                                  

老
い
の
起
床
を
促
す
様
に

寒
季
去
り
激
暑
の
季
節
の
到
来
を

                                 

告
げ
る
が
如
く
蝉
合
唱
す

子
や
孫
は
ア
パ
ー
ト
暮
し
老
い
し
吾

                       

シ
チ
オ
で
気
ま
ま
な
菜
園
い
じ
り

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
生
で
視
聴
し
て

                              

床
に
就
く
の
が
習
性
と
な
る

単
身
で
南
国
土
佐
よ
り
移
り
来
て

                              

米
寿
も
近
し
ひ
孫
な
ど
い
て

「
評
」
コ
ロ
ナ 

禍
な
ど
眼
中
に
も
入
れ
て
い
な

い
作
品
。
そ
れ
が
一
首
目
か
ら
お
だ
や
か
に

詠
み
継
が
れ
て
い
る
。「
子
や
孫
は
ア
パ
ー
ト
」

暮
ら
し
そ
し
て
シ
チ
オ
で
菜
園
を
い
じ
り
米
寿

を
迎
え
る
ば
か
り
曾
孫
ま
で
い
て
。
こ
れ
ほ
ど

の
果
報
が
あ
ろ
う
か
。
小
生
も
十
一
人
の
孫
が

い
な
が
ら
曾
孫
が
い
つ
の
事
か
。

ソ
ロ
カ
バ 　

新
島
新

球
場
に
霧
立
ち
込
め
て
試
合
中
断

                          

勝
負
の
結
果
持
ち
越
し
と
な
る

市
長
の
選
挙
近
く
付
く
も

                        

候
補
の
演
説
テ
レ
ビ
か
ネ
ッ
ト
で

温
か
く
な
り
犬
と
の
散
歩
も
半
ズ
ボ
ン

                                     

六
時
頃
に
は
家
を
出
る

コ
ロ
ナ
禍
の
う
っ
と
う
し
さ
を
吹
き
飛
ば
す

                         

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に
励
ま
さ
れ
つ
つ

「
椰
子
樹
」
で
も
全
伯
紙
上
大
会
を

                           

開
催
さ
れ
ん
か
思
い
の
ひ
と
つ

「
評
」
こ
こ
ま
で
コ
ロ
ナ
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
は

手
も
足
も
出
な
い
。
神
無
月
と
は
出
雲
に
日
本

中
か
ら
神
々
が
集
合
す
る
月
で
あ
る
の
で
そ
う

呼
ば
れ
て
い
た
。
で
も
次
の
松
元
氏
作
品
の
様

に
思
う
と
面
白
い
。

サ
ン
マ
テ
ウ
ス　

松
本
正
雄

春
日
和
り
ベ
ン
チ
で
憩
う
マ
ス
ク
顔

                               

コ
ロ
ナ
怖
さ
に
語
る
人
な
し

神
無
月
二
度
の
満
月
輝
き
で

          

コ
ロ
ナ
追
い
遣
り
幸
（
シ
ア
ワ
セ
）
を
呼
べ

神
無
月
夏
に
劣
ら
ぬ
こ
の
暑
さ

                              

今
年
の
夏
が
想
い
や
ら
れ
る

満
月
を
ひ
よ
い
と
飛
び
越
す
水
溜
り

                                 

落
ち
る
雫
で
笑
う
月
か
な

ど
の
会
も
資
金
尽
き
た
か
動
き
出
す

                                   

食
べ
物
祭
り
マ
ス
ク
姿
で

「
評
」
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
二
度
満
月
に
あ
え
る
月

で
あ
る
。
一
日
と
三
十
一
日
、
幸
運
に
恵
ま
れ

る
様
に
祈
り
た
い
。グワ

ル
ー
リ
ョ
ス　

長
井
エ
ミ
子

デ
イ
ゴ
咲
く
道
の
辺
の
崖
我
耳
朶
に

                                 

今
だ
棲
み
を
り
空
爆
の
音

払
っ
て
も
追
っ
払
っ
て
も
付
い
て
来
る

                       
げ
に
ふ
る
里
は
不
思
議
な
る
も
の

ぐ
ち
の
た
ね
す
べ
て
は
き
出
し
何
を
ま
だ

                          

巣
ご
も
り
の
日
々
糸
ま
き
の
糸

ポ
イ
捨
て
の
ミ
カ
ン
の
皮
を
踏
み
付
け
て

                               

通
れ
ば
少
し
冬
の
香
の
顕
つ

小
春
日
和
の
空
一
ツ

   

た
だ
雲
の
な
き
至
福
の
か
た
ま
り
み
た
い
な
一
日

「
評
」
現
代
短
歌
に
励
む
長
井
エ
ミ
子
氏
は

い
よ
い
よ
独
自
の
型
を
整
え
て
来
た
感
じ
だ
。

ひ
ょ
っ
と
想
っ
た
事
で
す
が
氏
の
故
里
は
「
デ

イ
ゴ
の
花
」
そ
し
て
「
空
爆
」
か
ら
し
て
沖
縄

県
の
出
身
か
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
。

ソ
ロ
カ
バ　

新
島
新

ウ
イ
ル
ス
に
立
ち
向
か
う
気
は
充
分
で

                      

周
り
か
ら
無
理
す
る
な
と
し
き
り

短
歌
俳
句
の
投
稿
も

            

仕
事
場
や
局
の
近
く
と
は
言
え
嫁
ま
か
せ

疫
病
に
禍
保
護
さ
れ
て
る
老
の
身
が

                           

情
け
な
し
や
と
思
い
い
る
か
な

若
い
頃
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

      

老
耄
れ
は
春
雨
じ
ゃ
濡
れ
て
と
は
ゆ
か
ぬ
わ
い

こ
ち
と
ら
が
幾
ら
言
っ
て
も
婆
さ
ん
は

                        

甘
い
物
ば
か
り
買
っ
て
来
る
ぜ
よ

「
評
」
新
島
氏
の
歌
の
韻
律
に
は
俳
句
の
流
れ

が
強
く
、
そ
れ
に
方
言
の
な
ま
り
が
抜
け
ず
字

余
り
に
な
っ
た
り
字
足
ら
ず
に
な
っ
た
り
し
て
い

る
。
一
首
「
あ
れ
ど
」
を
「
充
分
で
」
で
、
下

の
句
「
無
理
を
す
る
な
と
の
声
」
し
き
り
を
「
無

理
を
す
る
な
と
し
き
り
」
に
変
え
さ
せ
て
頂
い

た
。
い
く
ら
か
調
い
は
せ
ぬ
か
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

武
地
志
津

床
の
間
を
背
に
正
座
す
る
穏
や
か
な

                          

叔
母
の
遺
影
に
声
掛
け
も
し
て

女
学
生
時
代
の
叔
母
に
連
れ
ら
れ
て

                          

宵
月
見
上
げ
し
少
女
期
の
顕
つ

認
知
症
や
み
て
幾
年
弟
の

                                 

折
々
聞
く
は
弟
妹
の
こ
と

言
わ
ん
と
す
る
言
葉
に
詰
ま
る
弟
の

                          

も
ど
か
し
げ
な
る
送
話
器
の
声

長
年
の
会
社
畳
み
し
そ
の
後
を

                       

夫
婦
で
ゴ
ル
フ
楽
し
み
た
り
し
に

封
切
れ
ば
目
先
明
る
む
絵
手
紙
の

                             

真
赤
な
苺
に
文
字
も
微
笑
む

季
節
ご
と
送
り
て
呉
れ
る
友
人
の

                          

常
ま
え
向
き
の
絵
手
紙
う
れ
し

「
評
」
三
首
目
、
認
知
病
む
弟
幾
年
今
日
も
言

う
つ
づ
く
弟
妹
の
こ
と
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東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ

イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
と
な
る
国
立
競
技

場
を
視
察
す
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
バ
ッ
ハ
会

長
＝
１
７
日
午
後（
代
表
撮
影
、共
同
）

現
役
時
代
の
「
１
８
」
か
ら
「
８
１
」

に
変
更
さ
れ
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
、

ポ
ー
ズ
を
と
る
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
の
三
浦
大
輔

新
監
督
（
共
同
）

照
ノ
富
士
が
つ
り
出
し
で
翔
猿

を
下
す
（
共
同
）

ニ
ッ
ケ
イ
俳
壇 

掲
載
予
定
日

                      

伊
那
宏
選 

隔
週
水
曜

                      

小
斎
棹
子
選 

隔
週
木
曜

ニ
ッ
ケ
イ
歌
壇 

掲
載
予
定
日

                          

上
妻
博
彦
選 

第
三
水
曜

包
囲
網
構
築
へ
同
盟
国
と
連
携

本
部
内
で
の
感
染
は
「
不
明
」

国
立
競
技
場
、
選
手
村
視
察

反
北
朝
鮮
団
体
リ
ー
ダ
ー
証
言

バ
イ
デ
ン
氏
、
中
国
に
対
抗

Ｗ
Ｈ
Ｏ
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
否
定

バ
ッ
ハ
氏
「
五
輪
の
雰
囲
気
」

正
男
氏
息
子
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
同
行
か

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】

米
大
統
領
選
で
勝
利
を
確

実
に
し
た
バ
イ
デ
ン
前
副

大
統
領
は
１
６
日
、
日
本

な
ど
の
同
盟
国
を
中
心
と

し
た
各
国
と
の
連
携
強
化

で
貿
易
や
投
資
の
ル
ー
ル

作
り
を
主
導
し
、
対
中
国

の
包
囲
網
を
構
築
す
る
考

え
を
示
し
た
。
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
乱
発
し
て
貿
易

摩
擦
を
招
い
た
制
裁
関
税

に
は
否
定
的
な
考
え
で
、

中
国
の
貿
易
慣
行
是
正
に

向
け
各
国
と
協
力
し
圧
力

を
か
け
る
方
針
。
製
造
業

を
手
厚
く
保
護
す
る
政
策

も
打
ち
出
し
た
。

　
【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
】

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
技
術
責
任

者
を
務
め
る
バ
ン
ケ
ル
コ

フ
氏
は
１
６
日
の
記
者
会

見
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
本
部
で
先

週
、
５
人
の
感
染
が
判
明

し
た
が
、
職
場
内
で
感
染

　
【
共
同
】
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
バ
ッ

ハ
会
長
は
１
７
日
、
昨
年

１
１
月
に
完
成
し
た
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
イ

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
米

誌
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

は
１
７
日
ま
で
に
、

２
０
１
７
年
の
金
正
男

氏
殺
害
事
件
後
、
北
朝
鮮

の
金
正
恩
体
制
打
倒
を

訴
え
る
団
体
が
息
子
の

ハ
ン
ソ
ル
氏
ら
を
保
護

し
た
際
、
米
中
央
情
報
局

（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
職
員
を
名
乗

る
男
性
２
人
が
身
柄
を

引
き
取
っ
て
い
っ
た
と

す
る
団
体
リ
ー
ダ
ー
の

証
言
を
報
じ
た
。
ハ
ン

ソ
ル
氏
の
現
在
の
所
在

地
は
不
明
と
し
て
い
る
。

　

団
体
「
自
由
朝
鮮
」

の
リ
ー
ダ
ー
、
ア
ド
リ

ア
ン
・
ホ
ン
・
チ
ャ
ン

氏
が
、
韓
国
系
米
国
人

作
家
ス
キ
・
キ
ム
氏
と

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
明

か
し
、
同
誌
が
寄
稿
文

を
掲
載
し
た
。

　

同
誌
に
よ
る
と
、
リ
ー

ダ
ー
は
１
３
年
に
ハ
ン

ソ
ル
氏
と
パ
リ
で
初
め

て
面
会
。
事
件
直
後
に

ハ
ン
ソ
ル
氏
か
ら
、
当

時
住
ん
で
い
た
マ
カ
オ

か
ら
母
と
妹
と
一
緒
に

脱
出
さ
せ
て
ほ
し
い
と

の
要
請
が
あ
っ
た
。

　

団
体
の
男
性
メ
ン

バ
ー
が
、
台
湾
の
空
港

　

東
部
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州

で
の
演
説
や
記
者
会
見

で
明
ら
か
に
し
た
。
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
離
脱
を

表
明
し
た
環
太
平
洋
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ

の
直
接
の
言
及
は
な

か
っ
た
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
打

撃
を
受
け
た
個
人
や
企

業
を
支
援
す
る
追
加
経

済
対
策
を
早
期
に
実
施

す
べ
き
だ
と
の
考
え
を

強
調
し
た
。
感
染
者
急

増
を
踏
ま
え
「
事
態
は

厳
し
く
な
る
だ
ろ
う
」

と
指
摘
。
経
済
対
策
の

規
模
を
巡
っ
て
対
立
す

る
議
会
与
野
党
に
対
し

「
団
結
し
、
追
加
策
を
承

認
す
べ
き
だ
」
と
呼
び

掛
け
た
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
は
、
中

国
に
対
処
す
る
上
で
「
他

の
民
主
主
義
国
家
と
連

携
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
訴
え
た
。
中
国
に
よ

る
知
的
財
産
権
侵
害
や

産
業
補
助
金
と
い
っ
た

慣
行
を
多
国
間
で
抑
え

込
む
考
え
だ
。
ト
ラ
ン

プ
政
権
が
実
施
し
た
制

裁
関
税
を
念
頭
に
「
懲

罰
的
な
手
段
は
求
め
て

い
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

今
後
の
政
策
運
営
で

は
米
製
造
業
を
重
視
す

る
姿
勢
を
強
調
。
米
製

品
の
購
入
を
促
す
「
バ

イ
・
ア
メ
リ
カ
ン
」
を

強
化
し
、
生
産
拠
点
の

米
回
帰
を
促
す
た
め
に

国
外
で
生
産
す
る
企
業

に
つ
い
て
は
、
政
府
と

契
約
を
結
ば
せ
な
い
考

え
を
説
明
し
た
。

　

日
本
や
中
国
な
ど

１
５
カ
国
は
１
５
日
に

「
地
域
的
な
包
括
的
経
済

連
携
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）」
の

協
定
に
署
名
し
た
。
演

説
に
続
く
記
者
会
見
で

こ
の
影
響
を
問
わ
れ
「
他

の
民
主
主
義
国
と
連
携

を
強
化
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
う
す
れ
ば
中
国

に
代
わ
っ
て
ル
ー
ル
を

設
定
で
き
る
」
と
述
べ

た
。

で
黒
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
野

球
帽
を
目
印
に
着
用
し
、

ハ
ン
ソ
ル
氏
ら
と
接
触

し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
首
都
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
郊
外
の

ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
に
向

か
お
う
と
し
た
が
、
搭

乗
ゲ
ー
ト
で
旅
券
を
確

認
し
た
職
員
に
「（
来
る

の
が
）
遅
す
ぎ
た
」
な

ど
と
搭
乗
を
拒
ま
れ
、

ラ
ウ
ン
ジ
に
引
き
返
す

と
Ｃ
Ｉ
Ａ
職
員
を
名
乗

る
男
性
２
人
が
来
て
ハ

ン
ソ
ル
氏
と
話
を
さ
せ

る
よ
う
求
め
た
と
い
う
。

　

２
人
の
う
ち
韓
国
系

米
国
人
の
男
性
が
、
飛

行
機
に
同
乗
し
て
ハ
ン

ソ
ル
氏
ら
一
家
を
ス
キ

ポ
ー
ル
空
港
ま
で
連
れ

て
行
く
と
説
明
。
団
体

メ
ン
バ
ー
は
翌
日
、
空

港
で
一
行
を
見
送
っ
た
。

　

た
だ
ハ
ン
ソ
ル
氏
ら

は
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
到

着
後
、
通
常
と
は
別
の

通
路
を
使
っ
て
現
地
の

ホ
テ
ル
に
入
り
、
行
方

が
つ
か
め
な
く
な
っ
た
。

ハ
ン
ソ
ル
氏
は
団
体
に
、

オ
ラ
ン
ダ
へ
亡
命
す
る

意
向
を
示
し
て
い
た
と

い
い
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
ハ
ン

ソ
ル
氏
を
連
れ
去
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。

　

正
男
氏
は
１
７
年
２

月
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
空

港
で
顔
な
ど
に
猛
毒
の

神
経
剤
Ｖ
Ｘ
を
塗
ら
れ

て
殺
害
さ
れ
た
。

し
た
の
か
は
「
不
明
」
と

し
た
。
Ａ
Ｐ
通
信
が
１
６

日
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
本
部
で
ク
ラ

ス
タ
ー
（
感
染
者
集
団
）

が
発
生
し
た
可
能
性
が
あ

る
と
報
じ
た
が
、
こ
れ
を

否
定
し
た
形
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
本
部
が
あ
る
ス

イ
ス
西
部
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
州

は
国
内
で
最
も
感
染
状
況

が
深
刻
で
、
１
６
日
時
点

で
約
１
４
人
に
１
人
が
感

染
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
に
本
部
を
置
く
国
際
機

関
の
中
で
も
、
入
館
者
に

対
し
特
に
厳
格
な
措
置
を

取
っ
て
き
て
お
り
、
本
部

建
物
内
に
人
影
が
ま
ば
ら

な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

バ
ン
ケ
ル
コ
フ
氏
に
よ

る
と
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
本
部
の

職
員
は
こ
れ
ま
で
に
６
５

人
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
、
う
ち
３
６
人
が
在

宅
で
は
な
く
本
部
で
勤
務

し
て
い
た
。
本
部
に
は
約

２
４
０
０
人
が
勤
務
し
て

お
り
、
感
染
者
の
割
合
は

２
・
７
％
と
、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
州
の
約
７
％
よ
り
は
低

い
。
こ
の
た
め
Ｗ
Ｈ
Ｏ
本

部
内
よ
り
も
日
常
生
活
で

の
感
染
が
疑
わ
れ
る
と
し

て
い
る
。

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
と
な
る
国
立

競
技
場
（
東
京
都
新
宿
区
）

を
初
め
て
視
察
し
た
。
木
材

が
使
わ
れ
た
屋
根
の
部
分
や

観
客
席
を
見
上
げ
「
日
本
的

な
建
造
物
で
色
合
い
が
落
ち

着
い
て
い
る
。
既
に
五
輪
の

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
」

と
印
象
を
述
べ
た
。
聖
火
リ

レ
ー
の
始
ま
る
来
春
に
再
度
、

来
日
す
る
意
向
も
示
し
た
。

　

大
会
時
に
最
大
１
万
人
以

上
の
選
手
や
コ
ー
チ
ら
の
生

活
拠
点
と
な
る
選
手
村
や
、

五
輪
博
物
館
「
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
も
訪

問
し
た
。

　

選
手
村
で
は
川
淵
三
郎
村

長
ら
の
案
内
を
受
け
、
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
女
子
で
４
大
会

連
続
の
五
輪
代
表
を
目
指
す

上
田
藍
（
ペ
リ
エ
・
グ
リ
ー

ン
タ
ワ
ー
・
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
・

稲
毛
イ
ン
タ
ー
）
や
、
パ
ラ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
の
里
見
紗
李
奈
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
都
市
開
発
）
ら
と
と
も
に

居
住
棟
な
ど
を
視
察
。「
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
社
会

的
距
離
）
は
十
分
取
れ
る
。

選
手
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
安

全
な
気
持
ち
で
過
ご
せ
る
と

思
う
」
と
上
機
嫌
だ
っ
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
柔
道

男
子
で
五
輪
２
連
覇
を
狙
う

大
野
将
平
（
旭
化
成
）
ら
と

懇
談
し
、「
大
会
は
安
全
に

開
催
さ
れ
る
」
と
訴
え
た
。

　

国
立
競
技
場
の
視
察
中
、

周
辺
で
は
市
民
十
数
人
が
拡

声
器
で
「
五
輪
、
今
す
ぐ
や

め
ろ
」
な
ど
と
抗
議
し
た
。

　

バ
ッ
ハ
氏
は
１
８
日
に
離

日
す
る
。

三
浦
新
監
督

の
就
任
発
表

背
番
号
８
１「
結
束
し
て
戦
う
」

き
め
て
豪
快

に
つ
り
出
す

照
富
、
勝
ち
越
し
て
終
盤
へ

　
【
共
同
】
プ
ロ
野
球
Ｄ
ｅ

Ｎ
Ａ
は
１
７
日
、
新
監
督
に

三
浦
大
輔
２
軍
監
督（
４
６
）

が
昇
格
す
る
と
発
表
し
た
。

横
浜
市
内
の
ホ
テ
ル
で
就
任

記
者
会
見
を
行
い
「
や
る
こ

と
は
結
束
。
選
手
だ
け
で
な

く
コ
ー
チ
、
ス
タ
ッ
フ
。
１
、

２
軍
関
係
な
く
一
つ
の
チ
ー

ム
と
し
て
結
束
を
固
め
て
戦

う
」
と
話
し
た
。
２
年
契
約

で
背
番
号
は
現
役
時
代
か
ら

つ
け
て
い
た
「
１
８
」
か
ら

「
８
１
」
に
変
更
す
る
。

　

チ
ー
ム
生
え
抜
き

の
投
手
出
身
監
督
は

１
９
７
５
、７
６
年
に
指
揮

を
執
っ
た
秋
山
登
監
督
以
来

４
５
年
ぶ
り
。
自
身
も
活
躍

し
て
日
本
一
に
な
っ
た
９
８
年

以
来
、
遠
ざ
か
っ
て
い
る
セ
・

リ
ー
グ
制
覇
を
目
標
に
掲
げ

「
選
手
が
持
っ
て
い
る
力
を

ど
う
す
れ
ば
最
大
限
発
揮
で

　
【
共
同
＝
原
嶋
】
豪
快

な
相
撲
で
番
付
を
駆
け
上

が
っ
て
い
っ
た
２
０
代
前

半
の
こ
ろ
を
思
い
出
さ
せ

る
豪
快
な
取
り
口
で
、
怪

力
健
在
を
見
せ
つ
け
た
。

大
関
復
帰
を
目
指
す
照
ノ

富
士
が
先
場
所
は
優
勝
争

い
に
絡
ん
だ
翔
猿
を
つ
り

出
し
て
連
敗
は
２
で
ス

ト
ッ
プ
。
１
７
場
所
ぶ
り

の
三
役
で
勝
ち
越
し
、
終

盤
へ
向
か
う
。「
強
引
に
い

こ
う
と
思
っ
て
い
た
。
小

さ
い
人
に
は
強
引
な
相
撲

を
取
ら
な
い
と
」
と
語
っ

た
。

　

２
本
差
し
て
き
た
相
手
の

腕
を
き
め
「
つ
る
こ
と
は
頭

に
な
か
っ
た
が
、
そ
う
い
う

体
勢
に
な
っ
た
か
ら
」
と
言

う
。
ぐ
っ
と
力
を
込
め
て

１
３
１
キ
ロ
の
翔
猿
を
持
ち

上
げ
、
そ
の
ま
ま
４
歩
歩
い

て
土
俵
の
外
へ
下
ろ
し
た
。

力
強
く
勝
ち
切
っ
た
余
韻
に

浸
っ
て
い
た
が
「
こ
う
い
う

の
は
悪
い
癖
に
な
る
。
で
き

き
る
か
。
柔
軟
な
姿
勢
で
、

そ
の
時
に
状
態
の
良
い
選
手

を
見
極
め
た
い
」
と
力
を
込

め
た
。

　

三
浦
氏
は
９
２
年
に
ド
ラ

フ
ト
６
位
で
大
洋
に
入
団
。

横
浜
、
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
と
経
営
母

体
が
変
わ
っ
て
も
移
籍
す
る

こ
と
な
く
２
５
年
間
、プ
レ
ー

を
続
け
、
エ
ー
ス
と
し
て
通

算
１
７
２
勝
を
マ
ー
ク
し
た
。

現
役
引
退
後
は
２
０
１
９
年

に
投
手
コ
ー
チ
、
今
季
は
２

軍
監
督
を
務
め
た
。

る
だ
け
地
味
に
や
り
た
い
」

と
気
を
引
き
締
め
る
こ
と
も

忘
れ
な
か
っ
た
。

　

１
敗
の
貴
景
勝
ら
を
追
う

が
膝
の
状
態
は
や
は
り
心
配

材
料
だ
。
５
年
ぶ
り
の
優
勝

を
果
た
し
た
７
月
場
所
の
表

彰
式
で
は
土
俵
の
上
り
下
り

に
顔
を
し
か
め
る
場
面
も
あ

り
、
順
調
に
星
を
伸
ば
し

て
い
た
先
場
所
は
終
盤
に
休

場
。
八
角
理
事
長
（
元
横
綱

北
勝
海
）
は
「（
狙
う
は
）

優
勝
で
し
ょ
う
」
と
期
待
し

な
が
ら
も
「
膝
の
状
態
は
本

人
に
し
か
分
か
ら
な
い
」
と

気
遣
っ
た
。

　

照
ノ
富
士
は
「
土
俵
に
上

が
っ
た
ら
膝
が
ど
う
の
こ
う

の
は
関
係
な
い
。
忘
れ
て

や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と

き
っ
ぱ
り
。
そ
の
視
線
が
見

据
え
る
の
は
、
２
場
所
ぶ
り

の
賜
杯
か
。
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【
共
同
】
菅
義
偉
首
相
は
１
７
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
モ
リ
ソ
ン
首
相
と
官
邸

で
会
談
し
た
。
西
太
平
洋
な
ど
へ
の
軍
事
的
拡
大
を
続
け
る
中
国
を
念
頭
に
、
安
全

保
障
協
力
の
強
化
で
一
致
。
会
談
後
の
共
同
記
者
発
表
で
、
自
衛
隊
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
軍
の
共
同
訓
練
な
ど
に
関
す
る
「
円
滑
化
協
定
（
Ｒ
Ａ
Ａ
）」
締
結
で
大
枠
合

意
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
両
首
脳
は
共
同
声
明
を
発
表
し
、
南
シ
ナ
海
情
勢
に
つ

い
て
「
緊
張
を
高
め
る
威
圧
的
な
試
み
に
強
い
反
対
を
再
確
認
し
、
軍
事
化
や
弾
道

ミ
サ
イ
ル
発
射
を
含
む
深
刻
な
事
案
へ
の
懸
念
を
共
有
し
た
」
と
強
調
し
た
。

日豪首脳  安保協力強化
付
け
た
終
値
の
史
上
最
高
値

を
更
新
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
普
及
に
よ
る
将

来
的
な
経
済
正
常
化
を
期
待

す
る
買
い
注
文
が
、
日
米
の
株

価
を
押
し
上
げ
た
。

　

１
７
日
の
平
均
株
価
の

終
値
は
前
日
比
１
０
７
円

６
９
銭
高
の
２
万
６
０
１
４

円
６
２
銭
。
連
日
で
バ
ブ

ル
経
済
崩
壊
後
の
最
高
値

を
更
新
し
た
。
東
証
株
価

指
数
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）
は

２
・
８
５
ポ
イ
ン
ト
高
の

１
７
３
４
・６
６
。
出
来
高
は

約
１
３
億
７
３
０
０
万
株
。

　

米
企
業
モ
デ
ル
ナ
が
開
発

し
て
き
た
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
性
を
示
す
暫
定
的
な
結

果
を
発
表
。
９
日
に
米
製
薬

大
手
フ
ァ
イ
ザ
ー
な
ど
が
同

様
の
結
果
を
公
表
し
た
の
に

続
く
朗
報
で
、
米
景
気
回
復

へ
の
期
待
が
膨
ら
み
、
１
６

日
は
幅
広
い
銘
柄
で
構
成
す

る
Ｓ
Ｐ
５
０
０
種
株
価
指
数

も
４
１
・
７
６
ポ
イ
ン
ト
高
の

３
６
２
６
・９
１
で
取
引
を
終

え
最
高
値
を
更
新
し
た
。
ハ

イ
テ
ク
株
主
体
の
ナ
ス
ダ
ッ
ク

総
合
指
数
も
上
昇
し
た
。

　

米
株
高
も
追
い
風
に
、

１
７
日
の
平
均
株
価
は
取
引

開
始
直
後
に
１
５
０
円
上
昇

し
た
。
高
値
警
戒
感
か
ら
下

て
は
初
め
て
。
首
相
が
就
任

し
て
最
初
に
電
話
会
談
し
た

相
手
も
モ
リ
ソ
ン
氏
だ
っ
た
。

　
日
本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

「
準
同
盟
国
」
と
位
置
付
け
、

Ｒ
Ａ
Ａ
に
よ
っ
て
共
同
訓
練
で

　

日
本
の
首
相
と
外
国
首
脳

に
よ
る
国
内
で
の
会
談
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的

流
行
の
影
響
で
今
年
２
月
を

最
後
に
途
絶
え
て
お
り
、
９

月
に
就
任
し
た
菅
首
相
に
と
っ

円
滑
化
協
定

大
枠
で
合
意

南
シ
ナ
海
軍
事
化
に
深
刻
懸
念

相
手
国
に
滞
在
す
る
隊
員
の
刑

事
裁
判
権
な
ど
を
定
め
て
部

隊
の
往
来
を
円
滑
に
し
、
防
衛

協
力
を
強
化
す
る
狙
い
。
締
結

す
れ
ば
同
国
が
初
め
て
。
米
国

と
の
間
で
は
、
日
本
に
駐
留
す

る
米
軍
人
ら
の
法
的
地
位
や

基
地
の
管
理
・
運
用
を
定
め
た

日
米
地
位
協
定
が
あ
る
。

　

共
同
声
明
は
、
東
シ
ナ
海

情
勢
に
つ
い
て
現
状
変
更
を
追

求
し
緊
張
を
高
め
る
威
圧
的

で
一
方
的
な
行
動
に
強
く
反
対

す
る
と
表
明
。
来
年
の
日
豪

外
務
・
防
衛
閣
僚
協
議
（
２

プ
ラ
ス
２
）
の
実
施
や
、
自
衛

隊
が
平
時
か
ら
艦
艇
な
ど
を

守
る
「
武
器
等
防
護
」
の
対

象
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
を
追

加
す
る
調
整
を
進
展
さ
せ
る

こ
と
も
申
し
合
わ
せ
た
。
香

港
情
勢
へ
の
重
大
な
懸
念
も
共

有
し
た
。

　

菅
首
相
は
記
者
発
表
で
Ｒ

Ａ
Ａ
に
つ
い
て
「
地
域
の
平
和

と
安
定
に
貢
献
す
る
日
豪
の

意
思
を
強
固
に
支
え
る
も
の

だ
」
と
意
義
を
強
調
。「
自
由

で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋

の
実
現
に
共
に
取
り
組
ん
で
い

期
と
し
て
は
５
年
ぶ
り
に
７

０
％
を
下
回
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
鮮
明
に

な
っ
た
。
短
大
や
専
修
学
校

も
大
幅
に
減
っ
た
。

　

企
業
に
は
採
用
人
数
を
抑

制
し
た
り
、
内
定
を
取
り
消

し
た
り
す
る
動
き
が
出
て
お

り
、
厚
労
省
と
文
科
省
は
大

学
生
ら
の
卒
業
か
ら
３
年
以

内
は
新
卒
扱
い
で
採
用
す
る

よ
う
企
業
に
求
め
て
い
る
。
厚

労
省
の
担
当
者
は
「
就
職
説

明
会
が
中
止
に
な
る
な
ど
情

報
収
集
や
相
談
の
機
会
が
減
っ

て
お
り
、
支
援
に
努
め
た
い
」

と
し
て
い
る
。

　

大
学
生
の
内
定
率
は
全
国

の
国
公
私
立
大
６
２
校
の
４

７
７
０
人
を
対
象
に
電
話
や

面
接
で
調
査
し
た
。
文
理
別

で
は
、
文
系
が
６
８
・
７
％

（
７
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
）
で
、

能
ラ
ン
キ
ン
グ
４
部
門
で
前
回

６
月
に
続
き
世
界
１
位
に
な
っ

た
と
発
表
し
た
。
２
期
連
続

の
「
４
冠
」
は
世
界
初
。
こ
の

う
ち
Ｔ
Ｏ
Ｐ
５
０
０
と

呼
ば
れ
る
部
門
で
は
計

算
速
度
が
毎
秒
４
４
京

２
０
１
０
兆
回
に
達
し
、

２
位
の
米
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ

国
立
研
究
所
の
ス
パ
コ
ン

（
同
１
４
京
８
６
０
０
兆

回
）
に
比
べ
約
３
倍
の
性

能
を
示
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
記
者

会
見
し
た
松
岡
聡
・
同

セ
ン
タ
ー
長
は
「
医
療

　
【
共
同
】
理
化
学
研
究
所
は

１
７
日
、
計
算
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
（
神
戸
市
）の
ス
ー
パ
ー
コ

ン
ピュ
ー
タ
ー
「
富
岳
」
が
、
性

東
証
29
年
半
ぶ
り
２
万
６
千
円

Ｎ
Ｙ
株
は
史
上
最
高
値
更
新

　
【
共
同
】
１
７
日
の
東
京

株
式
市
場
の
日
経
平
均
株

価
（
２
２
５
種
）
は
続
伸

し
、
約
２
９
年
半
ぶ
り
に
終

値
で
２
万
６
０
０
０
円
台
を

回
復
し
た
。
こ
れ
に
先
立
つ

１
６
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株

式
市
場
で
は
、
ダ
ウ
工
業
株

３
０
種
平
均
が
続
伸
し
前
週

末
比
４
７
０
・
６
３
ド
ル
高
の

２
万
９
９
５
０
・
４
４
ド
ル
で

取
引
を
終
え
、
２
月
中
旬
に

内
定
率
急
落
、リ
ー
マ
ン
以
来

大
卒
、５
年
ぶ
り
70
％
割
れ

　
【
共
同
】
来
春
卒
業
予
定
で

就
職
を
希
望
す
る
大
学
生
の

１
０
月
１
日
時
点
の
内
定
率

は
前
年
同
期
比
７
・
０
ポ
イ

ン
ト
減
の
６
９
・
８
％
だ
っ
た

こ
と
が
１
７
日
、
文
部
科
学
、

厚
生
労
働

両
省
の
調

査
で
分
か
っ

た
。
１
９

９
６
年
の

調
査
開
始

以
降
、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョッ

ク
後
の
２

０
０
９
年

の
７
・
４

ポ
イ
ン
ト
減

に
次
ぐ
下

落
幅
と
な
っ

た
。
こ
の
時

安
全
性
の
深
刻
な
懸
念
も
見

ら
れ
な
い
と
し
、
近
く
米
食
品

医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
に
緊

急
使
用
許
可
を
申
請
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
を

巡
っ
て
は
、
米
製
薬
大
手
フ
ァ

イ
ザ
ー
が
９
日
に
、
有
効
性

が
９
０
％
以
上
に
上
っ
た
と
の

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
モ
デ

ル
ナ
は
１
６
日
、
開
発
中
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
発
症

を
防
ぐ
有
効
性
が
９
４
・５
％

だ
っ
た
と
す
る
暫
定
的
な
臨

床
試
験
の
結
果
を
発
表
し
た
。

や
気
候
変
動
な
ど
の
社
会
課

題
を
解
決
す
る
上
で
、
富
岳
に

よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き

く
貢
献
で
き
る
」
と
話
し
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
５
０
０
の
ラ
ン
キ

ン
グ
の
３
位
は
米
国
、
４
位

は
中
国
の
ス
パ
コ
ン
だ
っ
た
。

日
本
勢
は
１
４
位
に
産
業
技

術
総
合
研
究
所
の
「
Ａ
Ｉ
橋

渡
し
ク
ラ
ウ
ド
」、
１
９
位
に

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
―

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
」
が
入
っ
た
。

　

他
の
３
部
門
は
、
産
業
利

用
で
用
い
る
計
算
手
法
の
性

能
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
分

野
で
使
う
計
算
性
能
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
解
析
の
指
標
と
な
る

性
能
を
評
価
す
る
。

　

富
岳
は
、
２
０
１
９
年

ス
パ
コ
ン
富
岳
再
び
世
界
一

性
能
ラ
ン
キ
ン
グ
４
冠
、理
研

大相撲番付表（共同）

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
普
及
期
待

一
さ
ん
（
５
５
）
ら
日
米
の
飛

行
士
４
人
を
乗
せ
た
米
ス
ペ
ー

　
【
ケ
ー
プ
カ
ナ
ベ
ラ
ル
（
米

フ
ロ
リ
ダ
州
）
共
同
】
野
口
聡

　
【
共
同
】格
安
航
空
会
社（
Ｌ

Ｃ
Ｃ
）
エ
ア
ア
ジ
ア
・
ジ
ャ

パ
ン
（
愛
知
県
常
滑
市
）
は

１
７
日
、
東
京
地
裁
に
破
産

手
続
き
開
始
を
申
し
立
て
、

財
産
の
処
分
を
禁
止
す
る
保

全
管
理
命
令
を
受
け
た
と
発

表
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
流
行
に
よ
る
航
空
需
要
急

減
で
経
営
が
悪
化
し
、
１
０

月
に
事
業
継
続
の
断
念
を
公

表
し
て
い
た
。
負
債
総
額
は

２
１
７
億
円
。
国
内
拠
点
の

航
空
会
社
が
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営

破
綻
す
る
の
は
初
め
て
。

　

同
日
夜
に
中
部
空
港
（
常

エ
ア
ア
ジ
ア

ジ
ャ
パ
ン
破
産
へ

コ
ロ
ナ
禍
で
国
内
航
空
初

が
担
う
。

　

米
国
な
ど
で
約
３
万
人
を

対
象
に
実
施
し
た
最
終
段
階
の

臨
床
試
験
の
結
果
を
中
間
評

価
し
た
。
発
症
し
た
９
５
人
の

う
ち
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い

た
人
は
５
人
の
み
で
、
９
０
人

は
偽
薬
を
接
種
し
て
い
た
と
い

う
。
ま
た
重
症
者
１
１
人
の
全

て
が
偽
薬
接
種
だ
っ
た
。

　

副
作
用
は
疲
労
感
や
筋
肉

痛
な
ど
で
、
大
半
は
軽
い
と
し

て
い
る
。
モ
デ
ル
ナ
は
年
内
に

米
国
に
２
千
万
回
分
、
来
年
、

世
界
に
向
け
５
億
〜
１
０
億

回
分
の
生
産
を
目
指
す
。
１
人

当
た
り
２
回
の
接
種
が
必
要
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
と
同
じ
く
、
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
呼
ば
れ
る
人

工
遺
伝
子
を
使
い
、
ウ
イ
ル
ス

が
体
内
に
侵
入
し
た
際
に
感
染

防
御
に
働
く
抗
体
を
あ
ら
か
じ

め
つ
く
って
お
く
仕
組
み
。

て
開
催
を
模
索
し
た
が
、
感
染

拡
大
が
収
ま
ら
な
い
た
め
、
中

止
を
決
め
た
。
今
月
１
６
日
に

開
か
れ
た
氏
子
の
総
代
会
で
方

針
を
伝
え
た
。
昭
和
天
皇
が

崩
御
し
た
１
９
８
９
年
以
来
、

２
度
目
の
中
止
と
な
る
。

　

く
じ
で
選
ば
れ
た
「
神
男
」

に
触
る
と
厄
が
落
ち
る
と
さ
れ

「
裸
男
」
が
神
男
に
殺
到
し

て
激
し
く
も
み
合
う
。
神
社

に
よ
る
と
、
今
年
の
祭
に
は
、

裸
男
と
し
て
約
８
千
人
が
参

加
、
約
２
０
万
人
の
見
物
客

が
訪
れ
た
。

　

正
式
名
称
は
「
儺
追
神
事
」

で
、
約
１
２
０
０
年
前
か
ら

続
く
伝
統
行
事
。
も
み
合
い

は
江
戸
時
代
末
期
ご
ろ
に
始

ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
大
鏡
餅
の

奉
納
な
ど
、
他
の
神
事
は
開

催
す
る
。
穂
坂
悦
男
禰
宜
は

「
苦
渋
の
決
断
。
コ
ロ
ナ
が
早

く
収
束
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
話
し
た
。

く
」
と
述
べ
た
。

　
モ
リ
ソ
ン
氏
は
Ｒ
Ａ
Ａ
の
大

枠
合
意
を
「
特
別
な
大
き
な

一
歩
」
と
評
価
。
米
国
と
そ

れ
ぞ
れ
同
盟
関
係
に
あ
る
日

豪
両
国
に
よ
る
安
全
保
障
や

経
済
分
野
で
の
協
力
深
化
に

意
欲
を
示
し
た
。

　

菅
内
閣
が
掲
げ
る

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
実
質
排
出
量
を
ゼ
ロ

に
す
る
目
標
に
関
し
、
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
協
力
推
進
を
申

理
系
の
７
４
・
５
％
（
４
・

８
ポ
イ
ン
ト
減
）
よ
り
落
ち

込
み
が
目
立
っ
た
。

　

地
域
別
で
は
、
北
海
道
・

東
北
が
６
４
・
２
％
（
１
０
・

３
ポ
イ
ン
ト
減
）、
中
国
・
四

国
５
９
・
７
％
（
１
０
・
４

ポ
イ
ン
ト
減
）
で
１
０
ポ
イ
ン

ト
超
の
下
落
。
そ
の
他
の
地
域

も
、
関
東
７
４
・
４
％
（
６
・

１
ポ
イ
ン
ト
減
）、
中
部
６
７
・

９
％
（
６
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
）、

近
畿
７
１
・
５
％
（
８
・
１

ポ
イ
ン
ト
減
）、
九
州
６
４
・

４
％
（
２
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
）

と
い
ず
れ
も
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

　

短
大
は
２
７
・
１
％
（
１

３
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
）、
専
修

学
校
（
専
門
課
程
）
は
４
５
・

５
％
（
１
４
・
９
ポ
イ
ン
ト

減
）
だ
っ
た
。
文
科
省
は
「
資

格
試
験
や
実
習
が
遅
れ
た
ほ

か
、
専
門
技
能
を
多
く
学
ぶ

た
め
志
望
業
種
を
変
更
し
に

く
い
面
も
あ
る
」
と
分
析
し
て

い
る
。

　

厚
労
省
は
例
年
こ
の
時
期

に
高
校
生
の
９
月
末
時
点

の
内
定
率
も
発
表
し
て
い
る

ス
Ｘ
の
新
型
宇
宙
船
ク
ル
ー

ド
ラ
ゴ
ン
は
１
６
日
（
日
本

時
間
１
７
日
）、
打
ち
上
げ
か

ら
１
日
以
上
か
け
て
国
際
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
到
着
し
、

ド
ッ
キ
ン
グ
に
成
功
し
た
。

　

野
口
さ
ん
ら
は
来
年
４
月
ま

で
半
年
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
滞

在
す
る
。
ド
ッ
キ
ン
グ
後
、
野

口
さ
ん
は
日
本
語
で
「
無
事
に

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ド
ッ
キ
ン
グ

し
た
。
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
の
一

員
と
し
て
民
間
宇
宙
船
の
ド
ッ

キ
ン
グ
に

立
ち
会

え
て
幸
せ

だ
。
こ
れ

か
ら
半
年

間
の
宇
宙

滞
在
も
皆

さ
ん
と
感

動
を
分
か

ち
合
お
う
」

と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

野
口
さ

ん
は
飛
行

中
、
オ
ン

ラ
イ
ン
中

継
で
船
内

の
様
子
を

紹
介
。
荷

物
置
き
場
に
あ
る
装
置
を
指

し
て
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
い

や
、
科
学
実
験
の
物
資
を
保

管
す
る
冷
凍
庫
で
す
」
な
ど

と
、
冗
談
を
交
え
て
話
し
た
。

　

ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ
ン
は
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
飛
行
士
を
運
ぶ
民
間

宇
宙
船
の
本
格
運
用
１
号
機
。

米
フ
ロ
リ
ダ
州
の
ケ
ネ
デ
ィ
宇

宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
ス
ペ
ー
ス
Ｘ

の
フ
ァ
ル
コ
ン
９
ロ
ケ
ッ
ト
で
打

ち
上
げ
ら
れ
た
。
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
の
ド
ッ
キ
ン
グ
を
含
め
、

落
に
転
じ
る
場
面
が
あ
っ
た

が
、
午
後
に
入
り
再
び
前
日

終
値
を
上
回
っ
て
推
移
し
た
。

業
績
低
迷
が
懸
念
さ
れ
て
き

た
空
運
株
や
鉄
鋼
株
な
ど
へ
の

買
い
が
目
立
っ
た
。

　

１
１
月
の
東
京
市
場
は
、

米
大
統
領
選
を
控
え
た
不
透

明
感
が
晴
れ
、
ワ
ク
チ
ン
開
発

進
展
の
ニ
ュ
ー
ス
が
相
次
ぎ
、

国
内
外
の
大
規
模
な
金
融
緩

和
で
生
じ
て
い
た
投
資
資
金
が

流
れ
込
ん
だ
。
１
７
日
ま
で

の
１
１
営
業
日
の
上
昇
幅
は

計
３
０
３
７
円
に
達
し
、
市

場
で
は
過
熱
感
の
高
さ
を
指

摘
す
る
声
も
出
て
い
る
。

暫
定
結
果
を
公
表
。欧
米
メ
ー

カ
ー
の
ワ
ク
チ
ン
の
中
で
、
臨

床
試
験
の
最
終
段
階
で
有
力

な
結
果
が
示
さ
れ
た
の
は
２

例
目
で
、
実
用
化
が
近
づ
い
て

い
る
こ
と
を
印
象
付
け
た
。

　

日
本
政
府
は
モ
デ
ル
ナ
と
、

来
年
前
半
か
ら
２
５
０
０
万

人
分
の
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
を
受

け
る
契
約
を
し
て
い
る
。
承
認

さ
れ
た
場
合
、
日
本
で
の
販

売
や
流
通
は
武
田
薬
品
工
業

に
運
用
を
終
え
た
ス
パ
コ

ン
「
京
」
の
後
継
と
し
て

理
研
と
富
士
通
が
開
発
。

２
１
年
度
の
本
格
稼
働
を

予
定
し
、
既
に
飛
沫
の
広

が
り
方
の
解
析
な
ど
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
で

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
５
０
０
で
は

１
１
年
に
「
京
」
が
世
界

一
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
各

国
の
追
い
上
げ
で
日
本
勢

は
低
迷
。
富
岳
が
今
年
６

月
、
９
年
ぶ
り
に
１
位
を

奪
還
し
て
い
た
。

地
球
の
歩
き
方

の
事
業
譲
渡
へ

海
外
旅
行
回
復
見
通
し
な
く

オーストラリアのモリソン首相を出迎える菅首相＝17日午後、首相官邸（共同）

ワ
ク
チ
ン
有
効
性
94.5
％

米
モ
デ
ル
ナ
が
暫
定
評
価

滑
市
）
で
記
者
会
見
し
た
保

全
管
理
人
の
上
野
保
弁
護
士

は
、
返
金
を
受
け
ら
れ
な
い

顧
客
が
、
エ
ア
ア
ジ
ア
か
ら

の
直
接
購
入
分
だ
け
で
延
べ

約
２
万
３
千
人
い
る
と
説
明
。

人
数
が
把
握
で
き
な
い
旅
行

代
理
店
を
経
由
し
た
分
と
合

わ
せ
、
約
５
億
２
千
万
円
分

の
航
空
券
が
未
返
金
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
よ
り
支

払
い
が
優
先
さ
れ
る
税
金
な
ど

を
負
担
す
る
財
務
余
力
も
な

い
た
め
、
返
金
見
通
し
は
立
っ

て
い
な
い
と
い
う
。

　

未
返
金
分
に
つ
い
て
は
エ
ア

ア
ジ
ア
グ
ル
ー
プ
の
別
の
航
空

会
社
で
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
に
自

動
的
に
変
換
さ
れ
る
予
定
と
い

う
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
上
野

氏
は
現
金
で
の
返
金
を
望
む

顧
客
の
た
め
に
同
社
の
株
主
で

あ
る
楽
天
な
ど
に
支
援
を
求

米スペースＸの新型宇宙船クルードラゴンで国際宇宙ステー
ションに到着し、出迎えた飛行士と抱き合って喜ぶ野口聡一
さん（中央）＝17日（ＮＡＳＡテレビから・共同） 

め
る
方
針
を
示
し
た
。

　

上
野
氏
は
航
空
券
の
返
金

に
つ
い
て
「
非
常
に
多
く
の
人

に
被
害
が
出
る
。
支
援
で
き
な

い
か
株
主
と
協
議
し
た
い
」
と

強
調
し
た
。

　
エ
ア
ア
ジ
ア
グ
ル
ー
プ
は「
こ

れ
ま
で
フ
ラ
イ
ト
を
利
用
、
予

約
し
た
顧
客
に
は
大
変
な
迷

惑
を
掛
け
、
お
わ
び
す
る
」
と

の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。

　

同
社
は
、
中
部
空
港
を
拠

点
と
し
、
札
幌
、
仙
台
、
福

岡
と
中
部
を
結
ぶ
国
内
３
路

線
と
台
北
―
中
部
の
国
際
線

の
計
４
路
線
を
展
開
し
て
い

た
が
、
１
２
月
５
日
付
で
全

路
線
を
廃
止
す
る
こ
と
を
国

土
交
通
省
に
届
け
出
た
後
、

大
半
の
社
員
を
解
雇
し
て
い

た
。
現
在
は
残
っ
た
５
０
人

程
度
で
、
リ
ー
ス
で
借
り
た

機
体
の
返
還
作
業
な
ど
に
当

た
っ
て
い
る
。

　

会
社
は
存
続
さ
せ
、
運
航
の

た
め
の
事
業
許
可
を
維
持
す
る

方
針
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
収
束

が
見
通
せ
な
い
中
で
、
事
業
再

開
は
困
難
と
の
判
断
に
傾
い
た

と
み
ら
れ
る
。
撤
退
後
、
国
内

へ
の
再
参
入
の
見
通
し
は
現
時

点
で
立
って
い
な
い
。

スーパーコンピューター「富岳」＝神
戸市 （共同）

野
口
さ
ん
ド
ッ
キ
ン
グ
成
功

来
年
４
月
ま
で
宇
宙
基
地
滞
在

　
【
共
同
】
ふ
ん
ど
し
姿
の
男

た
ち
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う

厄
よ
け
祈
願
の
奇
祭
「
国
府

宮
は
だ
か
祭
」（
愛
知
県
稲
沢

市
）
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
中
止

に
な
る
こ
と
が
１
７
日
、
国

府
宮
神
社
へ
の
取
材
で
分
か
っ

た
。
来
年
２
月
２
４
日
に
開

催
を
予
定
し
て
い
た
。
神
社
は

「
密
が
避
け
ら
れ
な
い
た
め
」

と
し
て
い
る
。

　

当
初
、
人
数
を
絞
る
な
ど
し

の
予
定
で
、
ガ
イ
ド
本
の
編

集
や
関
連
事
業
に
携
わ
る
社

員
は
新
会
社
に
移
る
見
通
し

と
い
う
。

が
、
今
年
は
春
の
一
斉
休
校

な
ど
で
高
校
生
の
就
職
準
備

が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮

し
、
政
府
が
採
用
選
考
の
解

禁
を
１
カ
月
延
期
。
１
０
月

１
６
日
開
始
の
た
め
、
現
時

点
で
調
査
が
ま
と
ま
っ
て
い

な
い
。

80%

70%

60%

50%

大学生の就職内定率の推移

                         　　                                        ９   12　    17　   22　   27　 　 2  　３平成 令和… … … … …

※文部科学、厚生労働両省の全国の国公私立大
62 校の 4770 人を対象に電話や面接での調査。
3 月卒。前年 10 月１日時点。

　
【
共
同
】
海
外
旅
行
ガ
イ
ド

の
定
番
と
し
て
知
ら
れ
る
「
地

球
の
歩
き
方
」
シ
リ
ー
ズ
を

刊
行
す
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

ビ
ッ
グ
社
は
１
７
日
ま
で
に
、

シ
リ
ー
ズ
の
出
版
事
業
な
ど

を
学
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

子
会
社
「
学
研
プ
ラ
ス
」
に

譲
渡
す
る
と
発
表
し
た
。
学

研
プ
ラ
ス
が
新
た
に
立
ち
上

げ
る
子
会
社
が
刊
行
を
継
続

す
る
と
い
う
。

　

１
９
７
９
年
創
刊
の
「
地

球
の
歩
き
方
」
は
こ
れ
ま
で

１
６
９
の
国
と
地
域
を
取
り
上

げ
た
１
２
２
タ
イ
ト
ル
の
ガ
イ

ド
本
を
刊
行
し
人
気
を
博
し

て
き
た
。
事
業
譲
渡
の
理
由
に

つ
い
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

ビ
ッ
グ
社
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
海

外
旅
行
の
需
要
が
激
減
し
、

回
復
の
見
通
し
も
立
っ
て
い

な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

事
業
譲
渡
は
来
年
１
月

飛
行
は
自
動
化
さ
れ
て
い
る
。

し
合
わ
せ
た
。

新型コロナ

愛知県

「はだか祭」
中止

コロナで密避けられず



　LX バージョンから、シ
ビックには、デジタルエ
アコン、ブレーキホール
ド機能の付いた電動パー
キングブレーキ、クルー
ズコントロール、燃費を
向上させる ECON スイッ
チ、“ワンタッチ” で開閉
するパワーウィンドウ、
後方カメラ、１７インチ
アルミホイール、CVT ト
ランスミッションが装備
されている。
　２０２１年型では、全
グレードに、トワイライ
トセンサー及びライトの
高さの自動調整機能が付
いたヘッドランプが装備
されている。
　LX グ レ ー ド に は、 グ
ローブボックス内ランプ
と 両 サ ン バ イ ザ ー に ミ
ラーが装備された他、アッ
プルカープレイとアンド
ロイドオートに接続可能
な 7 イ ン チ の マ ル チ メ
ディアシステムが搭載さ
れている。
　スポーツと EX グレー
ドには、スマートキーシ
ステムが搭載され、車両
のドアを開けたり、エン
ジ ン を 始 動 す る た め の
キーが不要になった。
　さらに EX グレードに
は、リアエアコンの吹き
出し口とリアパーキング
センサーも装備されてい

O  i n g l ê s  L e w i s 
Hamilton (35) venceu 
o G P d a T u r q u i a d e 
F - 1  e  c o n q u i s t o u 
p o r  a n t e c i p a ç ã o  o 
h e p t a c a m p e o n a t o 
m u n d i a l  d e  F - 1 , 
igualando ao recorde 
d o  a l e m ã o M i c h a e l 
S c h u m a c h e r .  C o m o 
r e s u l t a d o , H a m i l t o n 
acumula 94 vitórias na 

O novo Versa agora vem 
equipado com o Nissan 
Intelligent Safety Shield, 
conjunto de tecnologias 
d e  s e g u r a n ç a  q u e 
monitora e protege o 
veículo e seus ocupantes 
possam estar em risco.
Esse “escudo inteligente 
de segurança” integra 
o A l e r t a d e C o l i s ã o 
Frontal com Assistente 
Inteligente de Frenagem; 
o A l e r t a d e T r á f e g o 
Cruzado Traseiro; a Visão 
360 ° Inteligente com 
Detector de Movimento 
(MOD); o Monitoramento 
de Ponto Cego (BSW) e 
o Alerta de Objetos no 
Banco Traseiro.
Somados aos 6 air bags; 
controles de estabilidade 
e tração; freios ABS com 
distribuição de força; 
Sistema Inteligente de 
Auxílio de Partida em 
R a m p a ( H S A ) ; I s o f i x 
d e c a d e i r a s i n f a n t i s 
(todos equipamentos de 
série desde a versão de 

aty@globo.com Amauri Teruo Yamazaki – São Paulo – SP

AUTOS
Honda Civic 2021

 está mais completo
さらに完成した

２０２１年型ホンダ・シビック

Nissan do Brasil lança Versa modelo 2021

る。
　一方、EXL グレードに
は、 主 な 新 機 能 と し て、
ツーリンブグレードに標
準 装 備 さ れ て い る フ ル
LED ヘッドライトと LED
フォグランプが搭載され
た他、つまみを回して音
量を調整する新型の 7 イ
ンチマルチメディアシス
テムも装備されている。

Motores - エンジン

　LX とスポーツ EX、そ
し て EXL に は、CVT
ミ ッ シ ョ ン と の 連 動 で
６３００回転時に１５５
馬力、そして４８００回
転時に１９．５kgfm のト
ルクを発揮するフレック
スワン２０００CC i-VTEC
エンジンが搭載されてい
る。
　ツーリンググレードに

categoria sendo o piloto 
com mais conquis tas 
de todos os tempos. O 
piloto brasileiro Ayrton 
Senna conquis tou 41 
vitórias e três títulos em 
sua carreira. Em segundo 
cruzou a linha de chegada 
o mexicano Sergio Perez 
da Racing Point, seguido 
pelo alemão Sebastian 
Vettel da Ferrari.

entrada, a Sense com 
câmbio manual), o Nissan 
Intelligent Safety Shield 
a j u d a o m o t o r i s t a a 
monitorar o movimento 
no entorno.
O A l e r t a d e C o l i s ã o 
Frontal detecta objetos na 
frente e avisa o motorista 
n o p a i n e l e c a s o e l e 
não ac ione o f re io , o 
Assistente Inteligente 
de Frenagem (FEB) atua 
para estancar o carro. 
O A l e r t a d e Tr á f e g o 
Cruzado Traseiro previne 
colisões e atropelamentos 
n a s m a n o b r a s d e r é , 
pois emite sinais para o 
motorista quando há a 
aproximação de outro 
veículo.
As 4 câmeras localizadas 
n a f r e n t e , t r a s e i r a e 
laterais do sistema de 
Visão 360  ° Inteligente 
fornecem visibil idade 
total do entorno. Elas 
atuam com o Detector de 
Objetos em Movimento 
(MOD) para identificar 

搭 載 さ れ て い る ４ 気 筒
１５００CC エンジンに
は、 ５ ５ ０ ０ 回 転 時 で
１７３馬力、１７００回
転時から５５００回転時
の間で２２．４kgfm のト
ルクを発揮する直噴ター
ボが搭載されている。 こ
のエンジンは、新型 CVT
トランスミッションと連
動している。

Tabela de Preços - 標準価格 :

Civic LX – R$ 107.200,00
Sport – versão estará 
d i s p o n í v e l  n a s 
c o n c e s s i o n á r i a s e m 
janeiro/2021.
Civic EX – R$ 118.000,00
C i v i c  E X L  –  R $ 
124.000,00
C i v i c  T o u r i n g  –  R $ 
146.500,00

As duas Red Bull Honda 
vinham bem na corrida, 
m a s  a p ó s  a l g u m a s 
e s c a p a d a s  n a  p i s t a 
molhada terminaram a 
prova em sexto com Max 
Verstappen e em sétimo 
com Alexander Albon.

P R Ó X I M A C O R R I D A : 
GP do Bahrein – 29 de 
novembro 2020.

o b j e t o s ,  a n i m a i s  e 
crianças em locais com 
visibilidade reduzida.
E o Monitoramento de 
Ponto Cego (BSW) emite 
alerta visual e sonoro ao 
detectar um veículo em 
uma manobra de troca de 
faixa de rolamento.
Novo sistema multimídia 
tem tela de 7 polegadas 
com Android Auto e Apple 
CarPlay, assistência de 
voz para ler mensagens e 
atualizações de software 
e do aplicativo do GPS via 
Wi-Fi.
M o t o r  &  C â m b i o :  4 
c i l i n d r o s ,  1 .6 ,  16V , 
desenvolve 114 cavalos 
de potência e torque de 
15,5 kgfm acoplado ao 
câmbio Xtronic CVT.
Tabela de Preços
Sense – Manual
(R$ 72.990,00)
Sense – CVT
(R$ 77.990,00)
Advance – CVT
(R$ 83.490,00)
Exclusive – CVT
(R$ 92.990,00)

Lewis Hamilton vence 
na Turquia e conquista o 

heptacampeonato

ブラジル日産が、
２０２１年型ベルサを発表

 ANO XXⅢ  –  Nº 5615 SÃO PAULO, QUARTA-FEIRA, 18 DE NOVEMBRO DE 2020 R$ 5,00

全グレードにオプションを標準装備し、
さらに完成した２０２１年型ホンダシビック

Novidades em todas as 
versões - 全グレードに
オプションを標準装備

Honda Civic é o sedã que menos desvaloriza no Brasil de acordo com a 
empresa de informações automotivas Kelly Blue Book.

Aos 35 anos de idade o inglês Lewis Hamilton conquistou o heptacampeonato 
mundial de pilotos da F-1, por antecipação.

Novo Nissan Versa Exclusive 2021.

Civic EXL ganhou a adoção dos faróis Full LED, bem como o farol de neblina 
em LED – os mesmos adotados na versão Touring.

Volante e painel de instrumentos do Civic 2021.
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